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備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
（
備
讃
マ
ー
チ
ス
）
は
、
瀬

戸
大
橋
と
備
讃
海
域
を
一
望
で
き
る
香
川
県
綾
歌
郡
宇
多
津
町

の
青
の
山
中
腹
に
あ
り
ま
す
。

　

備
讃
マ
ー
チ
ス
が
、
備
讃
海
域
の
海
上
交
通
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
昭
和
62
年
7
月
1
日
に
運
用
を
開
始
し
て
か
ら
今

年
の
7
月
で
30
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
記
念

式
典
と
一
般
公
開
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
簡
単
に
報
告
い
た
し

ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
へ
の
広
報

　

30
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
で
き
る
だ
け
取

り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
般
公
開
及
び
記
念
式
典
の
広

報
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
報
道
関
係
者
を
対
象
と
し
た
備
讃

マ
ー
チ
ス
業
務
説
明
会
と
取
材
を
企
画
し
ま
し
た
。
説
明
会
に

は
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
2
社
を
含
む
テ
レ
ビ
局
4
社
、
新
聞

1
社
の
5
社
13
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始
30
周
年

～
記
念
式
典
及
び
一
般
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
～
　

�

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー 

次
長
　
田
　
中
　
一
　
幸

　

説
明
会
で
は
備
讃
マ
ー
チ
ス
の
業
務
説
明
に
始
ま
り
運
用
管

制
室
で
の
運
用
管
制
業
務
の
説
明
及
び
取
材
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

を
用
い
た
新
人
運
用
管
制
官
の
訓
練
の
実
演
、
新
人
運
用
管
制

官
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

早
い
と
こ
ろ
で
は
そ
の
日

の
夕
方
に
は
ニ
ュ
ー
ス
に

流
れ
る
な
ど
、
取
材
し
た

5
社
す
べ
て
に
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
に
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
な
か
で
も

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

は
、
別
の
日
に
も
取
材
に

訪
れ
、
10
分
間
の
番
組
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
一
般
公
開

写真－ 1 ケーブルテレビでイベント告知
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い
ま
し
た
。
展
示
室
、
運

用
管
制
室
見
学
コ
ー
ナ

ー
、
運
用
管
制
官
訓
練
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
体
験
も
人
が

あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
ま

す
。

　

レ
ー
ダ
ー
塔
最
上
階
の

開
放
は
午
前
と
午
後
の
1

回
ず
つ
、
階
段
が
狭
い
こ

と
か
ら
12
～
13
人
を
1
班

と
し
て
3
班
に
分
け
て
実

施
を
し
ま
し
た
。
最
上
階

ま
で
94
段
あ
る
階
段
を
昇

り
き
っ
た
見
学
者
は
、
宇

多
津
町
で
一
番
高
い
建
物

で
あ
る
ゴ
ー
ル
ド
タ
ワ
ー

と
ほ
ぼ
同
じ
海
抜
高
か
ら

の
眺
め
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
子
供
た
ち
に
は
海

上
保
安
官
の
制
服
試
着
や

塗
り
絵
、
制
帽
の
ペ
ー
パ

ー
ク
ラ
フ
ト
が
人
気
で
し

と
新
設
さ
れ
た
海
上
保
安
学
校
管
制
課
程
の
採
用
試
験
受
験
者

募
集
に
つ
い
て
た
っ
ぷ
り
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

一
般
公
開
前
の
6
月
30
日
（
金
）
に
は
地
元
ロ
ー
カ
ル
Ｆ
Ｍ

局
の
お
昼
の
番
組
に
生
出
演
し
、
そ
こ
で
も
備
讃
マ
ー
チ
ス
の

業
務
や
受
験
者
募
集
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

一
般
公
開

　

例
年
で
す
と
11
月
1
日
の
灯
台
記
念
日
に
あ
わ
せ
て
行
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
今
年
は
7
月
2
日
（
日
）
に
一
般
公
開
を
実

施
し
ま
し
た
。
30
周
年
記
念
行
事
と
し
て
実
施
す
る
の
で
、
通

常
の
一
般
公
開
で
の
催
物
に
加
え
て

・
レ
ー
ダ
ー
塔
最
上
階
の
開
放

・
30
年
の
歩
み
年
表
と
写
真
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
空
が
続
き
、
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
一
般
公
開

当
日
は
と
て
も
天
気
が
よ
く
、
そ
の
時
点
で
イ
ベ
ン
ト
の
成
功

を
確
信
し
て
い
ま
し
た
。
10
時
開
始
の
予
定
で
し
た
が
、
そ
の

前
に
人
が
ぼ
つ
ぼ
つ
と
集
ま
り
始
め
、
開
始
時
点
で
す
で
に
駐

車
場
が
ほ
ぼ
満
杯
の
状
況
で
し
た
。

　

一
般
公
開
開
始
と
同
時
に
人
が
押
し
寄
せ
、
玄
関
で
行
列
が

で
き
、
受
付
、
お
出
迎
え
の
う
み
ま
る
も
て
ん
て
こ
舞
い
し
て

写真－ 2 展示室の人・人・人……写真－ 3 レーダー塔最上階
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ー
チ
ス
所
長
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
30
周
年
記
念
式

典
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
席
者
：
六
本
部
（
本

部
長
、
交
通
部
長
、
企
画

課
長
）・
近
隣
部
署
長
（
水

島
保
安
部
長
、
玉
野
保
安

部
長
、
高
松
保
安
部
長
、

坂
出
保
安
署
長
、
小
豆
島

保
安
署
長
、
来
島
マ
ー
チ

ス
所
長
）・
歴
代
所
長
（
浦

川
文
吾
氏
、
高
岡
信
男

氏
）・
備
讃
マ
ー
チ
ス
職
員
15
名
。

　

当
初
は
八
木
一
夫
海
上
保
安
庁
交
通
部
長
の
出
席
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
式
典
前
日
に
台
風
3
号
が
九
州
に
上
陸
し

関
東
方
面
へ
抜
け
て
い
く
と
の
予
報
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
残

念
な
が
ら
急
遽
欠
席
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

備
讃
マ
ー
チ
ス
の
小
さ
な
2
階
ホ
ー
ル
に
約
30
名
が
集
ま

り
、
本
部
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
30
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
心

を
新
た
に
し
て
、な
お
一
層
船
舶
交
通
の
安
全
の
確
保
に
努
め
、

今
後
と
も
海
事
関
係
者
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
全
力
で
ま
い
進

し
て
頂
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
、「
備
讃
瀬
戸

た
。

　

来
場
し
た
方
の
記
念

品
と
し
て
30
周
年
を
記

念
し
た
イ
ラ
ス
ト
入
り

の
コ
ー
ス
タ
ー
と
し
お

り
を
、
さ
ら
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
提
出
さ
れ
た
見

学
者
に
は
同
じ
く
イ
ラ

ス
ト
入
り
の
タ
ン
ブ
ラ

ー
を
準
備
し
、
差
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
記
念
品
の
作
成
に

は
（
公
財
）海
上
保
安
協
会
香
川
支
部
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

午
後
3
時
の
一
般
公
開
終
了
ま
で
、
見
学
者
を
迎
え
た
マ
ー

チ
ス
職
員
が
休
む
暇
も
な
い
ほ
ど
の
人
が
押
し
寄
せ
、
最
終
的

に
は
例
年
の
２
０
０
名
程
度
を
大
き
く
上
回
る
５
０
０
名
以
上

の
見
学
者
が
来
訪
し
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
た
広
報
活
動
の
成
果
で
し

ょ
う
か
。

記
念
式
典

　

7
月
5
日
、
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
か
ら
下
野
元
也
本
部

長
、
奥
康
彦
交
通
部
長
、
ま
た
近
隣
部
署
長
及
び
歴
代
備
讃
マ

写真－ 4 記念品

写真－ 5 三十周年記念式典
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で
、
作
業
が
間
に
合

う
か
冷
や
冷
や
し
ま

し
た
が
、
梅
雨
の
合

間
を
ぬ
っ
て
伐
採
が

行
わ
れ
、
す
っ
か
り

見
晴
ら
し
が
良
く
な

り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
敷
地
の

整
備
も
行
わ
な
く
て

は
な
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
通
常
11
月

の
一
般
公
開
に
あ
わ

海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
皆
様
が
、
海
上
交
通
の
安
全
確

保
及
び
国
際
競
争
力
の
強
化
に
一
層
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
」と
の
本
庁
交
通
部
長
の
祝
辞
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
14
代
所
長
で
あ
る
高
岡
氏
か
ら
、
今
後
ま
す
ま
す
重

要
性
を
増
す
マ
ー
チ
ス
の
活
躍
に
期
待
を
込
め
た
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
備
讃
マ
ー
チ
ス
の
業
績
に
対
す
る

本
部
長
表
彰
の
後
、
上
山
伸
二
備
讃
マ
ー
チ
ス
所
長
は
「
1
隻

で
も
2
隻
で
も
可
能
な
限
り
海
難
事
故
を
未
然
防
止
で
き
る
よ

う
職
務
に
精
励
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
の
昼
食
会
で
は
、
元
所
長
2
人
を
囲
ん
で
、
昔
話

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

苦
労
話
を
少
し

　

運
用
開
始
か
ら
30
年
も
経
つ
と
、
セ
ン
タ
ー
敷
地
周
り
の
木

も
だ
い
ぶ
成
長
し
、
枝
が
邪
魔
に
な
り
マ
ー
チ
ス
か
ら
宇
多
津

の
町
並
み
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
30
周

年
で
一
般
の
方
が
見
学
に
来
ら
れ
る
の
に
町
が
見
え
な
く
て
は

と
、
宇
多
津
町
と
交
渉
し
て
、
一
般
公
開
前
に
マ
ー
チ
ス
敷
地

南
側
の
木
を
伐
採
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
宇
多
津
町
が

状
況
を
確
認
に
来
た
の
が
一
般
公
開
の
2
週
間
前
だ
っ
た
の

写真－ 6 本部長挨拶

写真－ 7 高岡氏祝辞

写真－ 8 所長謝辞
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せ
て
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
7
月
に
は
間
に
合
い

そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
は
毎
週
金
曜
日
に
日
勤
者
で
敷
地

整
備
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
所
長
自
ら
先
陣
を
切
っ
て
蘇

鉄
の
剪
定
を
行
う
、他
の
者
は
植
樹
さ
れ
た
木
の
枝
を
落
と
す
、

草
を
刈
る
な
ど
し
た
結
果
、
一
般
公
開
ま
で
に
は
見
違
え
る
ほ

ど
す
っ
き
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に

　

30
年
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
備
讃
マ
ー
チ

ス
の
業
務
に
理
解
と
協
力
を
頂
い
た
海
事
関
係
者
、関
係
団
体
、

航
路
し
ょ
う
戒
船
、
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
、
関
係
部
署
な

ど
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
海
事

関
係
者
の
期
待
に
応
え
、
海
上
交
通
の
安
全
確
保
及
び
国
際
競

争
力
の
強
化
に
一
層
寄
与
し
1
隻
で
も
2
隻
で
も
可
能
な
限
り

海
難
事
故
を
未
然
防
止
で
き
る
よ
う
職
務
に
精
励
し
ま
す
。

　

最
後
に
30
周
年
の
一
連
の
記
念
行
事
の
実
施
に
ご
協
力
・
ご

支
援
を
頂
い
た
（
公
財
）海
上
保
安
協
会
香
川
支
部
、
第
六
管

区
海
上
保
安
本
部
ほ
か
の
方
々
へ
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成２９年度の入道埼灯台の参観について

入道埼灯台（秋田県男鹿市）の参観業

務は、１１ 月５日（日）までとなってお

ります。

皆さまのご訪問をお待ちしています。

　日本海に突出した男鹿半島は、なだらかな
起伏をもった草原の台地で、「なまはげ」や
「男鹿ブリコ」などで知られており、入道埼
灯台は、その北西端に位置し、芝草に覆われ
た緑のスロープの中心に建っています。

▶お問い合わせ先
　燈光会入道埼支所　　☎ 090-1931-9706
　燈光会事務局　　　　☎ 03-3501-1054
　　　　　　　　　　　Ｅメール　info@tokokai.org

鹿街道

大
滝

八
望
台

戸
賀
湾

男
鹿
温
泉

北
浦

関　
口
浜

入
道
埼
灯
台

男鹿

船越

男

八郎潟開拓地

寒
風
山

▲

▲▲
本
山
真
山

男
鹿
市

椿
北
限
自
生
地

羽
立

脇本
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灯
台
記
念
日
１
５
０
周
年
に
向
け
活
動
中

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部

　

来
年
の
平
成
３０
年
１１
月
１
日
に
は
灯
台
記
念
日
１
５
０
周
年

と
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
本
庁
で
は
既
に
各
種
行

事
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
に
つ
い
て
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
に
お
い
て
も
、
既
に
次
年

度
を
見
据
え
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
第
１
弾
：
ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成

　

第
一
管
区
で
は
、
毎
年
、
灯
台
記
念

日
に
合
わ
せ
て
多
く
の
人
が
立
ち
寄
る

小
樽
市
内
の
各
所
に
お
い
て
灯
台
の
歴

史
や
著
名
灯
台
の
写
真
、
機
器
の
展
示

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
航
路
標
識
関

連
の
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
あ
っ
て
は
、
職
員

手
作
り
で
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
毎
年

掲
示
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
第
一
管
区
交
通
部
職
員
考
案
の
灯

台
記
念
日
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
平
成
２7
年
（
第
１
４
７
回
灯
台
記

念
日
）
に
作
成
し
、
以
降
毎
年
使
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
第
一
管
区
交
通
部
内
に
お
い
て
好
評
で

あ
り
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
の
作
成
に
自
負
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ポ

ス
タ
ー
を
見
た
第
一
管
区
幹
部
か
ら
も
「
イ
イ
ネ
！
」
を
頂
き
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

写真－ 1　�平成29年（149周年
バージョン）

写真－ 2　�第一管区交通部作成　平
成27年（147周年）用ポ
スター

職員作成の
ロゴマーク
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４
８
周
年
）
か
ら
は
第
一
管
区
幹
部
か
ら
も
好
印
象
を
得
ら
れ

た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
各
海
上
保
安
部
が
作
成
す
る
ポ
ス
タ
ー
に
も

採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
全
道
展
開
で
す
。

●
第
３
弾
：
ロ
ゴ
マ
ー
ク
全
国
進
出
へ

　

道
内
の
海
上
保
安
部
に
お
い
て
も
着
実
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
認

知
度
が
認
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
各
地
で
の
評
判
も
良

か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
も
し
や
こ
れ
は
全
国
展
開
が
出
来
な
い

か
？
」
と
思
い
、
本
庁
で
の
投
稿
サ
イ
ト
を
通
じ
て
ロ
ゴ
マ
ー

ク
作
成
の
経
緯
や
使
用
例
に
つ
い
て
紹
介
し
、
さ
ら
に
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
全
国
展
開
を
本
庁
に
打
診

し
た
と
こ
ろ
、
本
庁
交
通
部
企
画
課
よ
り
「
灯
台
記
念
日
用
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
し
て
採
用
し
た
い
」
旨
の
連
絡
を
頂
き
、
と
う

と
う
本
庁
公
認
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

各
管
区
の
皆
さ
ん
も
、
今
年
以
降
の
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る

灯
台
記
念
日
に
は
、
是
非
本
庁
公
認
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
ポ
ス
タ

ー
等
に
ご
自
由
に
使
用
し
て
下
さ
い
。

●
第
４
弾
：
灯
台
記
念
日
１
５
０
周
年
へ
向
け
て

　

来
年
の
灯
台
記
念
日
１
５
０
周
年
に
向
け
て
、
第
一
管
区
で

は
既
に
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
本
庁
公
認
と
な
っ
た
こ
の
ロ
ゴ

●
第
２
弾
：
ロ
ゴ
マ
ー
ク
全
道
展
開

　

灯
台
記
念
日
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
管
内
の
各
海
上
保

安
部
で
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
２8
年
の
灯
台
記
念
日（
１

写真－ 4　�釧路海上保安部交通
課作成

写真－ 3　�留萌海上保安部交通
課作成
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●
コ
コ
で
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

　

４
２
・
１
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
チ
ー
ム
で
襷
を
つ
な
ぎ
な

が
ら
完
走
を
目
指
す
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は
、
全
国
の
各
地
で
も

行
わ
れ
て
い
る
有
名
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
北
海
道
で
は
札
幌

ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
す
。

マ
ー
ク
を
灯
台
記
念
日
以
外
で
、
ま
た
、
一
般
の
方
々
に
も
ア

ピ
ー
ル
す
る
機
会
は
な
い
か
と
第
一
管
区
交
通
部
内
で
ア
イ
デ

ア
を
練
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
一
般
の
方
々
と
触
れ
合
う
機
会

が
多
い
海
難
防
止
活
動
の
時
を
利
用
し
て
み
て
は
」
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
樽
や
札
幌
周
辺
で
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
は
な
い
か
と
い
ろ
い
ろ
と
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
２9

年
7
月
２３
日（
日
）
に
札
幌
ド
ー
ム
に
お
い
て
４
２
・
１
９
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
１
チ
ー
ム
１０
名
が
リ
レ
ー
形
式
で
襷
を
つ
な
ぎ

な
が
ら
完
走
を
目
指
す
と
い
う
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、１
万
人
以
上
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
つ
け
、

急
遽
、
第
一
管
区
交
通
部
職
員
と
小
樽
海
上
保
安
部
交
通
課
職

員
合
同
に
よ
る
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
交
通
部
」
を
編
成
し
、
参
加
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
い
か
に
灯
台
記
念
日
１
５
０
周
年
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
か
な
の
で
す
が
、
折
角
チ
ー
ム
を
作
っ
た
の
で
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
Ｔ
─
シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
？
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
─
シ
ャ
ツ
に
灯
台
記
念
日
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
も
、
来

年
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
１
５
０
周
年
記
念
バ
ー
ジ

ョ
ン
に
て
作
成
し
、
チ
ー
ム
１０
名
が
着
用
し
て
走
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

写真－ 5　�胸に150周年ロゴマーク、背中には第一管区をイ
メージしたデザイン

ロゴマーク
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札
幌
ド
ー
ム
リ
レ

ー
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催

日
が
7
月
２３
日
（
日
）

と
、
第
一
管
区
に
お

け
る
「
夏
季
安
全
推

進
活
動
期
間
（
7
／

１
～
8
／
３１
）」
と

「
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
（
7

／
１６
～
7
／
３１
）」

と
重
な
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
は

　

ル
ー
ル
は
、
札
幌
ド
ー
ム
内
及
び
そ
の
周
辺
に
設
け
ら
れ
た

１
周
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
、
１
チ
ー
ム
１０
名
の
選
手

で
、
リ
レ
ー
形
式
で
走
り
ま
す
。
１
人
は
１
周
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
２
回
走
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
か
な
か
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
札
幌
ド
ー
ム
の
グ
ラ
ン
ド

を
走
る
こ
と
が
出
来
る
と
あ
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
札
幌
市

内
を
は
じ
め
、
小
樽
な
ど
の
周
辺
地
域
を
含
め
た
道
内
各
地
か

ら
毎
年
１
０
０
０
チ
ー
ム
以
上
が
エ
ン
ト
リ
ー
を
す
る
人
気
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

各
自
が
走
る
際
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
─
シ
ャ
ツ
の
上
に
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、
海
難
防
止
を
合
わ
せ
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

●
最
後
に

　

作
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
─
シ
ャ
ツ
は
、
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

に
参
加
し
た
選
手
だ
け
で
な
く
、
第
一
管
区
交
通
部
職
員
も
一

緒
に
購
入
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
来
年
に
向
け
て
行
わ
れ
る

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
機
会
を
と
ら
え
着
用
し
、
灯
台
記
念
日
１

５
０
周
年
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

写真－ 6　札幌ドーム内の様子

写真－ 7　�オリジナルＴ－シャツとライフジャ
ケットを着て海難防止を呼びかけ（後
方は札幌ドーム）

写真－ 8　�オリジナルＴ－シャツを着て、選手
ベンチ前にて記念撮影
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図－ 1　位置図

１
　
は
じ
め
に

　

当
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
直
下
に
は
古
墳
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
伊
賀
山
丘
陵
周
辺
に
も
古
墳
が
点
在
し
て
い

ま
す
。
位
置
関
係
は
図
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
称
し

て
「
相
の
谷
古
墳
」
と
い
い
ま
す
。

　

古
墳
と
当
セ
ン
タ
ー
と
は
、
中
々
関
連
す
る
も
の
が
無
い
よ

う
に
思
え
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
初
私
と
し
て
も
、
平
成
８
年
か

ら
1０
年
に
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
灯
台
部
監
理
課
に
勤
務
し

て
い
た
頃
、
当
時
は
信
号
施
設
課
の
皆
さ
ん
が
来
島
海
峡
海
上

交
通
セ
ン
タ
ー
建
設
に
最
大
の
力
を
降
り
注
い
で
取
組
ん
で
い

る
最
中
で
「
建
設
を
行
う
に
も
古
墳
が
あ
る
た
め
工
事
を
一
時

中
断
せ
ざ
る
を
得
ず
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。〝
教
育
委
員
会
に

は
勝
て
ん
〟」
と
漏
ら
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
程
度
で
し

た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
当
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
て
以
来
、
古

墳
の
存
在
は
認
識
が
あ
っ
た
も
の
の
、
当
庁
に
と
っ
て
古
墳
は

来
島
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
と
相
の
谷
古
墳

　
　
　
～
悠
久
な
る
時
を
つ
な
ぐ
今
治
の
海
運
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
～

来
島
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
次
長
　
水
　
澤
　
正
　
彦
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て
も
ら
う
た
め
、
作
業
開
始
前
と
終
了
後
に
必
ず
セ
ン
タ
ー
に

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

会
長
に
話
を
聞
く
と
、

○　

 『
相
の
谷
古
墳
』
は
愛
媛
県
下
最
大
の
前
方
後
円
墳
（
全

長
８1
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
り
な
が
ら
、
昭
和
４1
年
度
の
発

掘
調
査
以
降
、
放
置
状
態
に
あ
る
。

○　

地
元
が
誇
る
古
墳
を
後
世
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
。

○　

 

ま
た
古
墳
は
、
当
時
か
ら
、
来
島
海
峡
を
航
海
す
る
者

に
と
っ
て
も
重
要
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
意
味
を

持
っ
て
い
た
。

○　

 

明
治
時
代
か
ら
は
、
付
近
に
灯
台
が
建
て
ら
れ
、
潮
流

信
号
所
に
な
り
、
そ
し
て
今
は
来
島
海
峡
海
上
交
通
セ

ン
タ
ー
へ
と
、
変
遷
し
て
き
た
。

　

私
の
頭
に
浮
か
ん
で
き
た
言
葉
は
…

　
《
悠
久
な
る
時
を
つ
な
ぐ
今
治
の
海
運
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
》

　

そ
し
て
、
次
に
は
…

　
『
相
の
谷
古
墳
』は
当
セ
ン
タ
ー
の
ご
先
祖
様
だ
っ
た
の
だ
！

３
　
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
変
遷

　

し
ま
な
み
海
道
周
辺
を
守
り
育
て
る
会
の
会
長
の
話
か
ら
は

じ
ま
り
、
そ
の
後
歴
史
研
究
関
係
者
か
ら
い
た
だ
い
た
資
料
な

工
事
の
進
捗
を
阻
害
す
る
〝
厄
介
者
〟
だ
っ
た
と
し
か
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
き
っ
か
け
を
機
に
古
墳
は
当
セ
ン
タ
ー
の

ご
先
祖
様
だ
っ
た
と
い
う
思
い
に
至
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
海
の
日
に
、
例
年
実
施
し
て
い
る
当
セ
ン

タ
ー
一
般
公
開
に
あ
わ
せ
、「
し
ま
な
み
海
道
周
辺
を
守
り
育

て
る
会
」
の
協
賛
に
よ
り
相
の
谷
古
墳
の
現
地
説
明
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２�

　「
し
ま
な
み
海
道
周
辺
を
守
り
育
て
る
会
」
と
の

出
会
い

　

新
緑
が
薫
る
本
年
５
月
の
あ
る
日
、
当
セ
ン
タ
ー
の
門
至
近

の
雑
木
林
で
、『
相
の
谷
古
墳
』の
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る「
し

ま
な
み
海
道
周
辺
を
守
り
育
て
る
会
」
の
皆
様
が
汗
を
流
し
て

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
地
元
の
歴
史
・
文
化
遺
産
の
掘
起
し
や
保
護
活
動

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
今
回
は
『
相
の
谷
古
墳
』
の

見
学
ル
ー
ト
の
確
保
や
古
墳
石
棺
の
保
護
を
行
う
べ
く
、
あ
た

り
構
わ
ず
生
え
て
く
る
タ
ケ
ノ
コ
を
伐
採
（
駆
除
）
し
、
そ
れ

を
メ
ン
マ
の
材
料
と
し
て
ラ
ー
メ
ン
店
に
卸
し
、
会
の
活
動
費

に
充
て
て
い
る
と
の
こ
と
（
実
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
）。

　

同
会
長
は
、
作
業
中
に
当
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
車
を
置
か
せ
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写真①　西側から見た「相の谷 1号墳」（昭和40年頃）
　　　　左側が前方部、右側が後円部

写真②　 1号墳から来島海峡を望む（昭和40年頃）
　　　　（白い建物は旧大浜潮流信号所）

道
標
で
あ
っ
た
と
、地
元
の
歴
史
研
究
家
は
記
述
し
て
い
ま
す
。

　

相
の
谷
古
墳
は
、
海
運
都
市
今
治
の
、
そ
し
て
来
島
海
峡
を

航
行
す
る
者
に
と
っ
て
重
要
な
目
印
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

⑵
　
小
湊
城
（
戦
国
時
代
）

　

戦
国
時
代
に
は
「
村
上
海
賊
（
村
上
水
軍
）」
が
来
島
海
峡

周
辺
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

　

村
上
海
賊
は
、
能
島
・
来
島
・
因
島
の
三
家
か
ら
な
り
、
そ

ど
か
ら
、
私
な
り
に
当
セ
ン
タ
ー
（
伊
賀
山
丘
陵
）
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
の
歴
史
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

⑴
　
相
の
谷
古
墳
（
古
墳
時
代
（
４
世
紀
））

　

愛
媛
県
内
に
は
、
多
数
の
古
墳
が
散
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
古
墳
の
多
く
は
瀬
戸
内
海
を
見
渡
せ
る
高

台
に
あ
り
、
海
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
古
墳
は
、
航
海
者
・

交
易
者
に
と
っ
て
灯
台
で
あ
り
、
様
々
な
交
易
や
生
業
の
場
の

の
う
ち
の
来
島
村
上
氏
の
城
下
町
で
あ
っ

た
大
浜
地
区
（
当
セ
ン
タ
ー
の
麓
付
近
）

に
「
小
湊
城
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

城
と
言
っ
て
も
小
高
い
丘
に
ち
ょ
っ
と

し
た
や
ぐ
ら
程
度
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

こ
こ
で
は
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
末
期

に
か
け
て
来
島
海
峡
や
今
治
平
野
北
岸
の

港
を
管
制
す
る
重
要
な
城
郭
で
し
た
。

　

話
は
逸
れ
ま
す
が
、「
海
賊
」
と
聞
け

ば
理
不
尽
に
船
を
襲
い
金
品
を
略
奪
す
る

無
法
者
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
村
上
海
賊
は
、
瀬
戸
内
海
の
水
先
案

内
、
海
上
警
固
、
海
上
運
輸
な
ど
、
海
の

安
全
や
交
易
・
流
通
を
担
う
重
要
な
役
割
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写真③　小湊城跡（左側の丘上。右奥に当センター）

写真④　小湊城跡（ ７月15日に狼煙リレーが行われた）

写真⑤　旧大浜灯台（昭和34年頃）
　　　　中央左に潮流信号所（昭和29年業務開始）

た
。
そ
れ
に
続
き
来
島
海
峡
に
は
、中
渡
島
灯
台（
明
治
33
年
）、

大
浜
灯
台
（
明
治
3５
年
）、
コ
ノ
瀬
灯
標
（
同
）
が
点
灯
し
ま

し
た
。

　

大
浜
灯
台
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
後
述
の
潮
流
信
号
所

を
経
て
現
在
は
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
も
付
近

の
バ
ス
停
が
「
灯
台
下
」
と
し
て
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

海
の
安
全
を
守
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
も
し
か
し

た
ら
我
々
も
来
島
海
峡
を
守
る
海
賊
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑶
　
大
浜
灯
台
（
明
治
３５
年
～
昭
和
３８
年
）

　

備
後
灘
か
ら
安
芸
灘
を
結
ぶ
航
路
と
し
て
は
本
州
側
を
通
る

航
路
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
明
治
2７
年
に
百
貫
島
や
大
下
島
へ
、

い
わ
ゆ
る
〝
布
刈
（
め
か
り
）
瀬
戸
八
灯
台
〟
が
点
灯
し
ま
し
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写真⑥　旧大浜灯台ペーパークラフト
　　　　（一般公開時に展示）

写真⑦　ビーコン方式の潮流信号所
　　　　（写真は旧津島潮流信号所）

４�

　
当
セ
ン
タ
ー
一
般
公
開
と
相
の
谷
古
墳
現
地
説
明

会
の
コ
ラ
ボ

　

話
は
戻
り
、「
し
ま
な
み
海
道
周
辺
を
守
り
育
て
る
会
」
会

長
と
の
話
合
い
で
、
当
方
か
ら
毎
年
７
月
の
海
の
日
に
一
般
公

開
し
て
い
る
の
で
、
当
日
に
【
相
の
谷
古
墳
現
地
説
明
会
】
を

同
時
開
催
で
き
な
い
か
と
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
地
元
の
地
域
史

研
究
家
の
先
生
を
講
師
と
し
て
招
き
全
面
協
力
す
る
と
回
答
を

⑷
　
大
浜
潮
流
信
号
所
（
昭
和
３８
年
～
平
成
２４
年
）

　

腕
木
式
・
灯
火
式
の
潮
流
信
号
所
と
し
て
は
、
大
浜
灯
台
に

併
設
し
て
運
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
3８
年
に
大
浜
灯
台
を

廃
止
し
、
そ
の
跡
地
に
９０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ビ
ー
コ
ン
に
よ
り

赤
と
緑
の
転
換
式
フ
ィ
ル
タ
ー
を
備
え
た
大
浜
潮
流
信
号
所
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

潮
流
信
号
と
灯
台
の
両
方
の
役
目
を
担
い
、
来
島
海
峡
東
口

を
明
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
潮
流
信
号
所
も
、
平
成
2４

年
に
来
島
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ

ー
の
電
光
表
示
盤
を
潮
流
信
号
用

に
改
修
し
た
こ
と
に
よ
り
撤
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
セ
ン
タ
ー
は

海
上
の
交
通
整
理
と
し
て
の
本
来

の
役
割
の
ほ
か
、古
墳
を
は
じ
め
、

灯
台
や
潮
流
信
号
所
が
果
た
し
て

き
た
海
運
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

の
使
命
を
し
っ
か
り
引
き
継
い
で

き
て
い
る
の
で
す
。
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写真⑧　現在の大浜潮流信号所
　　　　（当センターに併設）

写真⑨　崖の上に現れた相の谷 1号墳

ひ
め
の
古
墳
探
訪
」
と
い
う
図
録
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｎ

氏
に
古
墳
発
掘
調
査
時
の
写
真
等
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
も
ら

い
、
セ
ン
タ
ー
で
の
展
示
用
パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

５
　
古
墳
の
発
見
と
発
掘
調
査

　

話
は
遡
り
ま
す
が
、
古
墳
発
見
は
、
こ
の
話
か
ら
始
ま
り
ま

す
（
こ
こ
で
も
海
保
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
）。

　

昭
和
４０
年
に
、
今
治
海
上
保
安
部
の
宿
舎
と
な
る
「
相
の
谷

頂
き
、
コ
ラ
ボ
開
催
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
長
曰
く
、
歴
史
遺
産
の
保
全
に
対
し
、
市
や
県
は
予
算
上

の
縛
り
も
あ
り
消
極
的
で
あ
る
と
こ
ろ
、
今
回
の
コ
ラ
ボ
は
大

き
な
起
爆
剤
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、同
会
の
名
前
の「
守

り
」
か
ら
「
育
て
る
」
へ
の
岐
路
に
立
っ
た
と
、
大
変
な
喜
び

よ
う
で
し
た
。（
当
方
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
一
般
公
開
の
行
事

に
一
石
を
投
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。）

　

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
学
生
募
集
関
係
や
灯
台
の
写
真
パ

ネ
ル
等
を
展
示
す
る
2
階
会
議
室
に
古
墳
関
係
の
資
料
も
展
示

す
る
こ
と
で
、
早
速
資
料
集
め
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

資
料
集
め
に
は
、前
述
の
〝
地
元
の
地
域
史
研
究
家
の
先
生
〟

（
以
下
「
Ｏ
Ｎ
氏
」

と
表
記
。）
か
ら
沢

山
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
だ
っ
た
資
料
は

愛
媛
県
西
予
市
に
あ

る
愛
媛
県
歴
史
文
化

博
物
館
に
あ
る
（
発

掘
調
査
時
の
写
真
、

出
土
品
の
所
蔵
）
と

の
こ
と
で
、
同
館
に

連
絡
を
と
り
、
沢
山

の
写
真
リ
ス
ト
と
同

博
物
館
発
行
の
「
え
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写真⑬　�全長７.1メートルの竪穴
式石槨

写真⑩　発掘調査の状況

写真⑪　出土した銅鏡（副葬品）

写真⑫　出土した副葬品

宿
舎
」
造
成
に
伴
い
、
伊
賀
山
丘
陵
の
一
部
が
削
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
の
様
子
を
古
墳
発
見
者
の
正
岡
睦
夫
氏

は
「
私
が
学
生
の
頃
、
松
山
に
行
く
た
め
に
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
に
乗

っ
て
海
側
の
丘
陵
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
土
取
り
工
事
の
た
め

に
広
く
樹
木
が
伐
採
さ
れ
て
い
て
、
大
型
前
方
後
円
墳
の
側
面

が
見
え
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
愛
媛
県
下
最
大
の
前
方
後
円
墳
『
相
の
谷
古
墳
』
1

号
墳
（
全
長
８1
メ
ー
ト
ル
）
で
す
。
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写真⑭　相の谷 2号墳全景（53メートル）

写真⑮　センター建設予定地の発掘調査

写真⑯　出土品

６
　
い
よ
い
よ
一
般
公
開

　

今
年
は
特
に
相
の
谷
古
墳
の
現
地
説
明
会
と
同
時
開
催
す
る

こ
と
を
目
玉
に
し
て
、事
前
の
広
報
（
ポ
ス
タ
ー
作
成
・
掲
示
、

今
治
市
報
へ
の
掲
載
、
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の
投
込
み
）
は
着
実
に

行
い
、
い
よ
い
よ
海
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
内
の
2
階
展
示
室
に
は
、
従
来
の
海
上
保
安
業

務
紹
介
、
学
生
募
集
（
特
に
管
制
課
程
）、
全
国
の
主
要
灯
台

　

相
の
谷
1
号
墳
は
昭
和
４1
年
度
に
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
、
副
葬
品
と
し
て
の
銅
鏡
な
ど

が
出
土
し
ま
し
た
。
種
々
の
事
情
か
ら
、
相

の
谷
2
号
墳
を
含
め
全
て
の
発
掘
調
査
は
未

だ
な
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
が
具
体

化
し
た
平
成
6
年
に
は
、
建
設
予
定
地
に
も

古
墳
が
あ
る
と
し
て
、
第
六
管
区
海
上
保
安

本
部
発
注
・
財
団
法
人
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
ー
請
負
に
よ
り
「
相
の
谷
古
墳

群
杉
谷
支
群
」
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。敷
地
内
に
は
５
基
の
円
墳
が
確
認
さ
れ
、

人
骨
や
鉄
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
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写真⑰　相の谷古墳コーナー

写真⑱　古墳コーナーのメインパネル

写真⑲　相の谷古墳入口（写真左下）

興
味
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
看
板
の
作
成

と
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
を
用
意
（
蚊
が
多
く
効
果
覿
面
で
し
た
。）

し
、
次
長
の
発
声
に
続
き
、
い
よ
い
よ
Ｏ
Ｎ
氏
に
よ
る
現
地
説

写
真
等
に
加
え
、
古
墳
関
係
パ
ネ
ル
が
新
た
に
５
面
加
わ
り
ま

し
た
。

　

広
報
と
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
来
場
者
は
２

９
４
名
と
、
昨
年
実
績
よ
り
若
干
の
増
加
で
し
た
（
本
当
は
も

っ
と
来
て
ほ
し
か
っ
た
）。

　

相
の
谷
古
墳
の
現
地
説
明
会
は
と
い
う
と
…

　

午
前
と
午
後
の
2
回
（
各
3０
分
）
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

ぞ
れ
約
５０
名
、
計
１
０
０
余
名
の
見
学
者
が
あ
り
、
こ
ち
ら
を

目
当
て
に
し
た
来
場
者

も
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

炎
天
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
沢
山
の
方
々
が
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写真⑳　古墳入口に集まった見学者

写真�　 2号墳の説明中

写真�　 1号墳の説明
　　　　（中央のくぼんだ所が竪穴式石槨跡）

位
置
づ
け
に
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
当
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始
2０
周
年
と
な
り
ま
す
。

「
し
ま
な
み
海
道
周
辺
を
守
り
育
て
る
会
」
会
長
と
の
話
合
い

で
、
最
初
か
ら
セ
ン
タ
ー
2０
周
年
記
念
と
し
て
古
墳
か
ら
の
出

土
品
（
副
葬
品
）
を
セ
ン
タ
ー
内
で
展
示
（
多
く
は
愛
媛
県
歴

史
文
化
博
物
館
（
愛
媛
県
西
予
市
）
所
蔵
））
す
る
と
い
う
〝
出

土
遺
物
の
里
帰
り
〟
を
目
論
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
ま
だ
多
く
の
ハ
ー
ド
ル（
貸
出
し
が
可
能
か
否
か
）

が
控
え
て
お
り
、
今
後
会
長
や
Ｏ
Ｎ
氏
と
と
も
に
関
係
者
（
博

明
会
で
す
。

　

見
学
者
の
中
に
は
、
こ
ん
な
大
き
な
古
墳
が
こ
こ
に
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
方
も
お
り
、
興
味
深
く
先
生
の

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
古
墳
を
メ
イ
ン
と
し
た
3０
分

番
組
を
作
成
し
、
1
週
間
連
続
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

７
　
お
わ
り
に

　

今
回
の
現
地
説
明
会
と
の
コ
ラ
ボ
は
、
実
は
プ
レ
開
催
と
の
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写真�　出土品：禽獣画象鏡（中国製）

写真�　出土品：獣紋鏡（国産）

物
館
、
県
、
市
の
協
力
が
不
可
欠
）
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

来
場
者
の
声
：�〝
出
土
品
の
現
物
が
見
た
い
な
～
〟
に
応
え

た
い
‼

　

※ 

相
の
谷
1
号
墳
の
発
掘
調
査
時
の
写
真
は
愛
媛
県
歴
史
文

化
博
物
館
提
供

＝ 今月の表紙 ＝

来島海峡海上交通センター（愛媛県今治市）

　来島海峡の南東陸岸、標高５５ｍの伊賀山丘陵に位置し、レーダーは局舎設

置分と来島海峡大橋北側の津島に設置されている。

　 1 日の通航隻数は約５００隻。世界でも類を見ない潮流の向きで通航する水

道が変わる「順中逆西」航法が定められており、管制官はこれに伴う航法指

示を行うための「転流作業」が 1 日 ４ 回あり、細心の注意を払っている。

　平成3０年 1 月 1 日に運用開始2０周年を迎える。

  （撮影：広島航空基地）
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究
極
の
灯
台
レ
ン
ズ

　

取
り
付
け
に
1
ヶ
月
以
上
を
要
し
た
葛
登
支
岬
灯
台
の
灯
明

器
械
は
、
回
転
装
置
は
轉て

ん

轆ろ
く

装
置
（
複
数
の
ロ
ー
ラ
ー
で
レ
ン

ズ
台
を
回
転
さ
せ
る
装
置
）、
灯
器
は
三
重
芯
の
石
油
灯
器
で
、

双
方
と
も
当
時
は
特
別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
し
、
レ
ン
ズ
だ
け
は
三
等
大
型
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
の
今
ま
で

に
は
な
い
特
殊
な
構
造
の
レ
ン
ズ
で
し
た
。

　

こ
の
レ
ン
ズ
か
ら
放
た
れ
る
光
は
、
冒
頭
の
告
示
に
あ
る
と

お
り
周
期
20
秒
の
間
に
12
秒
点
灯
し
8
秒
消
灯
す
る
明
暗
光
で

し
た
。
明
治
17
年
（
葛
登
支
岬
灯
台
点
灯
開
始
の
前
年
）
の
航

路
標
識
便
覧
表
（
灯
台
表
）
を
見
る
と
、
当
時
日
本
の
光
波
標

識
52
基
は
、
不
動
灯
45
基
、
30
秒
或
は
10
秒
に
一
せ
ん
光
の
せ

ん
光
灯
が
7
基
と
な
っ
て
お
り
、
不
動
灯
と
せ
ん
光
灯
に
完
全

に
二
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
葛
登
支
岬
灯
台
の
明
暗
光
は
、
こ
れ

ら
と
は
異
な
る
全
く
新
し
い
灯
台
の
光
り
方
、
日
本
最
初
の
明

暗
光
で
し
た
。

　

平
成
の
現
在
は
、
明
暗
光
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
で
簡
単
に
作
ら
れ

ま
す
が
、
レ
ン
ズ
と
灯
器
の
み
を
用
い
て
い
た
時
代
、
明
暗
光

を
発
す
る
方
法
は
、
次
の
3
種
類
に
大
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

1 　

不
動
レ
ン
ズ
の
中
に
灯
器
を
置
い
て
、
灯
器
を
点
滅
さ
せ

る
2 　

不
動
レ
ン
ズ
の
中
に
灯
器
を
置
い
て
、
灯
器
は
連
続
点
灯

さ
せ
、
灯
器
の
周
り
を
、
遮
蔽
板
を
回
転
さ
せ
る

3 　

明
暗
光
用
の
レ
ン
ズ
の
中
に
灯
器
を
置
い
て
、
灯
器
は
連

続
点
灯
さ
せ
、
レ
ン
ズ
を
回
転
さ
せ
る

　

こ
の
時
期
の
明
暗
光
の
多
く
は
、
1
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
2
の
方
法
は
、
今
で
は
数
が
少
な
く
な
り
ま
し
た

−

明
治
の
灯
台
の
話
�

−

葛か
っ

登と

支し

岬み
さ
き

灯
台
（
後
篇
）

灯 

台 

研 

究 

生

写真－ 1 　 禄剛埼灯台のレ
ンズの中で回転
する遮蔽板
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が
、
江
埼
灯
台
や
禄
剛
埼
灯
台
な
ど
今
も
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
3
の
方
法
は
、
日
本
で
は
葛
登
支
岬
灯
台
だ
け
で
し

た
。
葛
登
支
岬
灯
台
の
三
等
大
型
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
は
、
日
本

唯
一
の
特
殊
な
構
造
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
な
の
で
す
。

　

フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
は
、
不
動
レ
ン
ズ
と
せ
ん
光
レ
ン
ズ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
判
別
は
、
レ
ン
ズ
の
中
帯
に
、
目
玉
状
の
凸
レ

ン
ズ
が
あ
る
か
な
い
か
で
す
。
葛
登
支
岬
灯
台
の
レ
ン
ズ
は
、

見
か
け
上
は
確
か
に
不
動
レ
ン
ズ
で
す
。
し
か
し
、
不
動
レ
ン

ズ
は
そ
の
名
の
通
り
、
動
か
な
い
（
回
転
さ
せ
な
い
）
レ
ン
ズ

で
す
が
、
葛
登
支
岬
灯
台
の
レ
ン
ズ
は
、
設
置
当
初
か
ら
回
転

し
て
い
ま
し
た
。
見
た
目
は
不
動
レ
ン
ズ
で
す
が
、
回
転
す
る

と
い
う
、
常
識
破
り
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
で
す
。

　

こ
の
レ
ン
ズ
に
は
、
通
常
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
に
は
見
ら
れ

な
い
構
造
上
大
き
な
特
徴
が
2
つ
あ
り
ま
す
。
先
ず
1
つ
は
、

図
─
2
で
も
分
か
る
と
お
り
、
レ
ン
ズ
全
体
に
膨
ら
み
が
あ
る

こ
と
で
す
。
も
う
1
つ
は
、
図
─
1
で
分
か
る
と
お
り
、
レ
ン

ズ
の
プ
リ
ズ
ム
が
台
形
で
あ
る
こ
と
で
す
。
通
常
フ
レ
ネ
ル
レ

ン
ズ
は
、
不
動
レ
ン
ズ
も
せ
ん
光
レ
ン
ズ
も
同
じ
く
、
中
帯
の

凸
レ
ン
ズ
以
外
は
、
す
べ
て
三
角
形
の
プ
リ
ズ
ム
で
す
。
こ
れ

は
、
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
の
最
大
の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
が
、
葛

登
支
岬
灯
台
の
レ
ン
ズ
は
、
そ
の
常
識
さ
え
も
超
越
し
た
台
形

の
プ
リ
ズ
ム
で
す
。
こ
の
台
形
の
プ
リ
ズ
ム
と
レ
ン
ズ
の
膨
ら

図－ 1 　葛登支岬灯台レンズ 閃光レンズ（轉轆装置仕様） 不動レンズ
（航路標識管理所第一年報付図及び灯台解説書「燈臺」の挿入図より）
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み
、そ
し
て
回
転
に
よ
り
明
暗
光
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
昭
和
61
年
発
行
の
航
路
標
識
技
術

要
報
第
25
号
に
て
、
当
時
海
上
保
安
庁
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の

藤
原
政
文
氏
に
よ
る
「
葛
登
支
岬
灯
台
用
レ
ン
ズ
に
関
す
る
考

察
」
の
研
究
報
告
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
以
下
、
解
説

や
図
に
つ
い
て
は
、
同
報
告
か
ら
引
用
し
た
）

　

通
常
の
三
角
形
の
プ
リ
ズ
ム
か
ら
放
射
さ
れ
る
フ
レ
ネ
ル
レ

ン
ズ
の
光
は
、
図
─
3
の
折
射
プ
リ
ズ
ム
ま
た
は
屈
折
プ
リ
ズ

ム
と
い
う
名
称
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
プ
リ
ズ
ム
内
の
光
の

屈
折
と
反
射
に
よ
り
平
行
光
線
と
な
っ
て
放
射
さ
れ
ま
す
。

　

藤
原
氏
の
研
究
報
告
に
よ
れ
ば
、
台
形
の
プ
リ
ズ
ム
も
中
帯

は
屈
折
、
上
帯
及
び
下
帯
は
屈
折
と
反
射
に
よ
り
光
を
放
射
し

て
い
ま
す
。
図
─
4
の
上
帯
プ
リ
ズ
ム
の
断
面
図
の
と
お
り
、

焦
点
Ｆ
か
ら
出
た
光
は
、
レ
ン
ズ
の
辺
Ｃ
Ｅ
で
屈
折
後
、
辺
Ｂ

Ｃ
で
全
反
射
さ
れ
、
辺
Ｄ
Ｅ
か
ら
平
行
光
線
と
な
っ
て
出
て
い

き
ま
す
。

　

実
際
の
プ
リ
ズ
ム
の
設
置
は
、
図
─
4
の
と
お
り
水
平
で
は

な
く
勾
配
が
段
階
的
に
付
け
ら
れ
て
お
り
、
光
は
計
算
さ
れ
た

入
射
角
度
で
プ
リ
ズ
ム
に
進
入
し
、
平
行
光
線
で
一
様
に
放
射

さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
辺
Ｃ
Ｅ
、
Ｂ
Ｄ
を
長
く
し
て
い
る
の
は
、
Ｄ
Ｅ
面

に
膨
ら
み
を
も
た
す
た
め
で
す
。
こ
の
膨
ら
み
が
、
明
暗
光
の

図－ 3 　フレネルレンズの断面図 図－ 2 　葛登支岬灯台のレンズ平面射光図
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灯
質
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
組
み
は
、
レ
ン
ズ
を
水

平
面
で
見
る
と
明
解
で
す
。
図
─
2
の
と
お
り
、
面
と
面
（
膨

ら
み
と
膨
ら
み
）
の
継
ぎ
目
で
光
の
暗
間
（
暗
闇
）
が
作
ら
れ
、

明
暗
光
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ン
ズ
は
12
面
で
構
成
さ
れ
、
灯
質
は
明
12
秒
、
暗
8

秒
（
現
在
は
明
6
秒
、
暗
4
秒
）
の
明
暗
光
で
あ
る
た
め
、
レ

ン
ズ
一
面
当
た
り
の
利
用
水
平
角
θ
は
、

　

３
６
０
／
12
＝
30　

θ
＝
30°

そ
し
て
、
レ
ン
ズ
通
過
後
の
明
間
の
角
度
Φ
は
、

　

θ
×
12
／（
12
＋
8
）＝
30
×
12
／
20
＝
18°

と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
焦
点
か
ら
発
し
た
水
平
角
30°
の
光
を
、
レ
ン
ズ

通
過
後
18°
の
光
と
12°
の
暗
間
と
な
る
よ
う
光
を
絞
り
込
む
た
め

に
、
平
面
の
レ
ン
ズ
で
は
な
く
、
膨
ら
み
の
あ
る
構
造
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
プ
リ
ズ
ム
の
曲
線
部
の
計
測
及
び
押
し
型
の
採
取
結

果
か
ら
、
図
─
5
の
台
形
プ
リ
ズ
ム
の
弧
Ｂ
Ｃ
の
研
磨
は
12
個

を
1
リ
ン
グ
と
し
て
組
み
合
わ
せ
、
辺
Ｂ
Ｄ
、
Ｄ
Ｅ
、
Ｃ
Ｅ
は

4
個
を
1
リ
ン
グ
と
し
て
組
み
合
わ
せ
て
研
磨
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
藤
原
氏
の
研
究
報
告
は
、
こ

の
製
作
工
程
と
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

図－ 4 　 上帯プリズム（レンズ）
断面図

図－ 5 　 葛登支岬灯台のレンズプリズム研磨時
の組み合わせ
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交
換
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
に
１
個
の
プ
リ
ズ

ム
の
製
造
の
た
め
に
１2
個
を
製
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
り
極
め
て
不
経
済
と
な
る
。

　

ま
た
、
同
様
な
プ
リ
ズ
ム
を
使
用
で
き
る
レ
ン
ズ
は
他
に
は

な
く
、
こ
の
レ
ン
ズ
の
た
め
に
予
備
と
し
て
延
々
と
保
管
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
は
、
製
造
、
設
計
に
複
雑

さ
を
伴
う
わ
り
に
は
、
そ
の
光
力
に
つ
い
て
は
同
じ
よ
う
な
三

等
不
動
レ
ン
ズ
の
光
力
程
度
し
か
出
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
視

認
す
る
距
離
に
よ
っ
て
は
正
し
い
灯
質
が
認
知
で
き
な
い
（
近

く
で
は
連
成
不
動
明
暗
光
に
見
え
る
。）
欠
点
が
あ
る
。
ま
た
、

修
理
に
よ
る
効
果
も
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
現
存
す
る
レ
ン
ズ
で
こ
の
レ
ン
ズ
の
よ
う
な
特
殊

な
形
を
し
て
い
る
も
の
は
、
我
が
国
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
無

く
、
貴
重
な
レ
ン
ズ
と
し
て
残
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

明
治
18
年
の
点
灯
開
始
時
に
官
報
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
レ

ン
ズ
取
り
付
け
時
の
1
ヶ
月
以
上
に
及
ん
だ
現
場
の
技
術
者
達

の
苦
労
は
、
藤
原
氏
の
こ
の
レ
ン
ズ
に
対
す
る
評
価
に
よ
り
時

を
超
え
て
報
告
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
が
書
か
れ
た
今
か
ら
約
30
年
前
、
昭
和
の
終
り

　

１2
個
を
１
リ
ン
グ
と
し
て
研
磨
す
る
場
合
は
、
プ
リ
ズ
ム
端

部
は
隣
接
す
る
プ
リ
ズ
ム
と
合
わ
さ
っ
た
形
と
な
り
、
し
か
も

外
側
か
ら
プ
リ
ズ
ム
を
固
定
し
て
も
ず
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、

４
個
を
１
リ
ン
グ
と
し
た
場
合
は
、
隣
接
す
る
プ
リ
ズ
ム
と
の

間
に
隙
間
が
生
じ
、
こ
の
ま
ま
で
は
段
差
部
が
う
ま
く
研
磨
で

き
な
い
の
で
、
隙
間
の
部
分
に
は
ダ
ミ
ー
を
入
れ
、
隙
間
を
な

く
し
連
続
的
な
円
周
と
し
て
研
磨
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
研
磨
面
も
多
く
、
し
か
も
工
程
上
、
中
心
を
ず
ら
し

て
各
部
分
を
組
合
せ
て
研
磨
し
、
光
学
的
に
も
精
密
さ
を
必
要

と
す
る
作
業
は
、
正
確
な
工
作
用
治
具
の
製
作
技
術
及
び
取
り

付
け
作
業
な
ど
、
作
業
従
事
者
の
熟
練
性
が
高
度
に
要
求
さ
れ

た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
研
磨
工
程
の
み
で
な
く
、
プ
リ
ズ
ム
を
組
上
げ
、
レ
ン

ズ
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
の
骨
子
等
の
加
工
技
術
や
、
プ
リ

ズ
ム
の
取
り
付
け
作
業
な
ど
に
も
同
様
に
熟
練
性
が
要
求
さ
れ

た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
レ
ン
ズ
が
、
一
八
八
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
レ
ン
ズ
の
設
計
、
製
作
に
関
す
る
技
術
が
、
か
な
り
の
高
水

準
に
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
（
中　

略
）

　

も
し
、
仮
に
こ
の
レ
ン
ズ
の
な
か
で
傷
の
あ
る
プ
リ
ズ
ム
を
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を
使
わ
な
か
っ
た
の
は
次
の
理
由
か
ら
で
す
。

　

最
初
に
ブ
レ
ブ
ネ
ル
式
レ
ン
ズ
と
称
し
て
い
る
の
は
、
日
本

燈
台
史
（
昭
和
44
年
発
行
）
の
３
０
７
頁
に
あ
る
次
の
記
述
で

す
。

　

ブ
レ
ブ
ネ
ル
は
一
八
八
七
年
、
数
理
に
基
づ
い
て
厚
味
を
減

じ
た
レ
ン
ズ
を
発
明
し
た
（
ブ
レ
ブ
ネ
ル
式
レ
ン
ズ
は
わ
が
国

で
は
葛
登
支
岬
燈
台
に
使
用
さ
れ
た
）。

　

こ
の
記
述
の
原
書
は
、
明
治
38
年
発
刊
の
航
路
標
識
管
理
所

第
一
年
報
の
１
３
２
頁
の
次
の
記
述
で
す
。

　

一
八
八
七
年
「
ブ
レ
ブ
ネ
ル
」
氏
ハ
数
理
ニ
基
キ
厚
ヲ
減
シ

タ
ル
透レ

ン
ズ鏡

ヲ
発
明
セ
リ
（
葛
登
支
岬
燈
臺
ニ
用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
）

　

ブ
レ
ブ
ネ
ル
氏
が
発
明
し
た
レ
ン
ズ
と
い
う
記
述
か
ら
、
日

本
燈
台
史
で
は
ブ
レ
ブ
ネ
ル
式
レ
ン
ズ
と
置
き
換
え
、
こ
れ
が

今
日
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
葛
登
支
岬
灯
台
の

レ
ン
ズ
は
、
従
来
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
に
比
べ
て
も
厚
み
を
減

じ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
レ
ン
ズ
の
発
明
年
と
さ
れ
た
１
８
８

７
年
は
、
葛
登
支
岬
灯
台
点
灯
開
始
2
年
後
の
明
治
20
年
に
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
実
状
と
は
大
き
な
矛
盾
を
生

頃
に
は
ま
だ
レ
ン
ズ
の
研
磨
器
が
現
役
で
稼
働
し
、
日
本
各
地

の
灯
台
に
は
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
が
普
通
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
当
時
か
ら
、
貴
重
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
た
葛
登

支
岬
灯
台
の
レ
ン
ズ
は
、
現
役
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
が
極
わ
ず

か
と
な
っ
て
い
る
平
成
の
現
在
、
そ
の
価
値
は
も
う
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
同
じ
タ
イ
プ
の
レ
ン
ズ
が
世
界
の
灯
台
に
も
残
さ
れ

て
い
る
か
探
し
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
レ
ン
ズ
は
、
明
暗
光
を
作
る
フ
レ
ネ

ル
レ
ン
ズ
の
究
極
の
レ
ン
ズ
で
し
た
。
大
正
3
年
発
行
の
灯
台

解
説
書
「
燈
臺
」
に
は
、
改
良
に
改
良
を
重
ね
到
達
し
た
「
完

全
ニ
近
キ
理
想
的
構
造
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

レ
ン
ズ
製
作
の
困
難
に
加
え
、
灯
器
の
改
良
や
遮
蔽
板
の
採
用

に
よ
り
、
そ
の
後
需
要
が
な
か
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

灯
火
が
誤
認
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
、
昭
和
初
期
の
燈
光
に

も
す
で
に
見
ら
れ
ま
す
。
ど
う
も
、
こ
れ
ら
の
事
実
や
日
本
で

唯
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
タ
イ
プ
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ

は
当
時
量
産
さ
れ
ず
、
今
で
は
世
界
的
に
も
希
少
価
値
が
高
い

こ
と
が
強
く
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
補
足
：
葛
登
支
岬
灯
台
の
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
は
、
日
本
燈
台

史
を
は
じ
め
藤
原
氏
の
研
究
報
告
書
ほ
か
多
く
の
資
料
に
ブ
レ

ブ
ネ
ル
式
レ
ン
ズ
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
の
拙
稿
に
同
名
称
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ブ
レ
ブ
ネ
ル
氏
の
名
は
、
明
暗
光
レ
ン
ズ
で
は
な
く
せ
ん
光

レ
ン
ズ
の
発
明
者
の
1
人
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明

暗
光
レ
ン
ズ
開
発
の
説
明
の
項
に
は
、
ブ
レ
ブ
ネ
ル
の
名
は
な

く
、ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
一
族
の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
の
バ
ッ
ク
プ
リ
ズ
ム
を
ト
ー
マ
ス
・
ス
チ
ー

ブ
ン
ソ
ン
と
共
同
開
発
し
た
考
案
者
と
し
て
、
ブ
レ
ブ
ナ
ー
の

名
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
「
燈
臺
」
の
レ
ン
ズ
の
説
明
は
、
前
記
の
イ
ギ
リ
ス

の
灯
台
技
師
ト
ー
マ
ス
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が
、
１
８
８
０
年

に
記
し
た
「LIGH

T
H
O
U
SE CO

N
ST

RU
CT

IO
N
 A

N
D
 

ILLU
M

IN
A
T
IO

N

」
か
ら
図
と
と
も
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
書
に
は
、
ブ
レ
ブ
ネ
ル
氏
の
正
式
名A

LA
N
 

BREBN
ER

と
い
う
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
同
氏
は
、
せ
ん
光
レ

じ
て
い
ま
す
。

　

前
記
の
灯
台
解
説
書
「
燈
臺
」
に
は
、
葛
登
支
岬
灯
台
の
レ

ン
ズ
が
図
と
共
に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
誰
が
発
明
し
た
か

は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
同
書
に
は
、
各
種
レ
ン
ズ
の
説
明
に

数
多
く
の
開
発
者
の
名
前
が
記
さ
れ
、
ブ
レ
ブ
ネ
ル
氏
に
関
し

て
は
次
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
ブ
レ
ブ
ネ
ル
」
氏
ハ
連
閃
光
ヲ
作
ル
タ
メ
、
第
六
十
一
図

ノ
如
ク
上
帯
及
下
帯
ノ
燈
光
ヲ
同
時
ニ
集
合
発
射
シ
、
之
ガ
光

力
ヲ
ハ
中
帯
ヨ
リ
発
ス
ル
光
束
ト
等
シ
カ
ラ
シ
メ
、
其
角
度
ヲ

ハ
十
度
乃
至
十
二
度
ト
ナ
シ
テ
、
二
連
閃
光
ヲ
発
シ
、
後
長
時

間
ノ
暗
黒
ヲ
生
ズ
ル
如
キ
構
造
ヲ
工
夫
セ
リ
。

図－ 6 　 ブレブネル氏考案せん光レ
ンズ（灯台解説書「燈臺」
挿入図）

図－ 7 　 ブレブネル式屈折分度器
（直訳）（「灯台の建設と照
明」挿入図）
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S
tev

en
so

n

の
土
木
技
師
（C

iv
il E

n
gin

eer

）
に
就
任
。

鉄
道
工
事
や
困
難
な
灯
台
建
設
（W

halsay

とN
o

rthU
n

st 

の
仮
設
灯
台
）
の
常
任
技
師
を
担
当
し
、そ
の
後
は
河
川
改
良
、

港
湾
、
埠
頭
、
灯
台
等
の
設
計
と
工
事
に
携
わ
っ
た
。
特
に
レ

ン
ズ
の
製
図
時
間
を
半
分
に
短
縮
し
た
「
屈
折
式
分
度
器
」
の

発
明
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
光
源
と
す
る
強
力
な
灯
火
や
い
く
つ
も

の
新
し
い
灯
台
の
装
置
を
考
案
し
た
。

　

日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
灯
台
の
設
置
計
画
に
も
参
与

し
、
ま
たC

hicken
s ro

ck

とD
hu H

eartach

の
石
造
灯

台
の
建
設
に
は
特
別
な
責
任
者
と
し
て
工
事
に
携
わ
っ
た
。

　

彼
は
自
分
の
業
績
を
記
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、

書
籍
「
港
湾
」、「
運
河
と
河
川
の
工
学
」、「
灯
台
建
設
と
照
明
」

ン
ズ
や
バ
ッ
ク
プ
リ
ズ
ム
の
開
発
の
み
な
ら
ず
、
レ
ン
ズ
の
設

計
を
促
進
さ
せ
た
光
学
用
分
度
器
の
発
明
者
と
し
て
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
書
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
著

名
な
岩
礁
灯
台D

hu H
eartach

灯
台
の
組
石
の
指
南
者
と
し

て
も
紹
介
さ
れ
、
レ
ン
ズ
の
開
発
に
と
ど
ま
ら
ず
建
築
に
も
深

く
携
わ
っ
て
い
た
事
実
が
見
ら
れ
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
の

歴
史
ガ
イ
ド
で
あ
る
グ
レ
ー
ス
ガ
イ
ド
（Graces Guide

）
を

見
る
と
、A

lan Brebner
氏
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
八
二
六
年
八
月
、
英
国
エ
ジ
ン
バ
ラ
に
生
誕
。
建
築
の
知

識
や
石
工
の
経
験
を
経
て
、
灯
台
合
資
会
社D

.&
T

.

写真－ 4 　アラン・ブレブネルの肖像
　　　　　（同氏の墓碑の写真より）

写真－ 2 　Chickens rock 灯台（上）
写真－ 3 　Dhu Heartach 灯台（下）
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に
同
行
し
、
灯
台
の
技
術
研
究
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
し
て

い
ま
す
。
燈
光
昭
和
9
年
3
月
号
に
掲
載
の
「
藤
倉
名
誉
会
員

訪
問
記
」
に
は
、
次
の
藤
倉
氏
の
回
顧
談
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
英
国
で
は
技
術
家
で
ス
テ
ヴ
ン
ソ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

るB
reb

n
er 

氏
宅
に
寄
留
し
エ
ヂ
ン
バ
ラ
大
学
へ
通
学
し
た

り
、
ス
テ
ヴ
ン
ソ
ン
氏
の
處
へ
も
通
っ
て
勉
学
し
た
。」

　

藤
倉
氏
は
イ
ギ
リ
ス
の
留
学
先
で
ブ
レ
ブ
ネ
ル
氏
か
ら
直
接

指
導
援
助
を
受
け
、
灯
台
の
研
究
に
努
め
て
い
た
の
で
す
。
日

本
の
灯
台
に
技
術
革
新
が
試
さ
れ
た
鞍
埼
灯
台
、和
田
岬
灯
台
、

宗
谷
岬
灯
台
、
そ
し
て
葛
登
支
岬
灯
台
は
、
す
べ
て
藤
倉
氏
が

燈
台
局
長
に
就
任
す
る
時
期
の
灯
台
で
し
た
。
燈
台
局
長
就
任

か
ら
2
年
後
の
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年
に
藤
倉
氏
は
、
イ
ギ

リ
ス
土
木
学
会
会
員
（A

M
ICE

）
に
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

彼
の
推
薦
文
を
記
し
た
の
は
、ア
ラ
ン
・
ブ
レ
ブ
ネ
ル
で
し
た
。

そ
の
推
薦
文
の
中
で
彼
は
葛
登
支
岬
灯
台
の
こ
と
も
記
し
て
い

ま
し
た
。

　

彼
は
日
本
政
府
に
選
ば
れ
た
技
術
者
の
研
修
生
と
し
て
大
英

帝
国
に
派
遣
さ
れ
、
専
門
家
と
し
て
の
教
育
の
た
め
、
エ
ジ
ン

バ
ラ
のD

&
T

 
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
社
に
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

の
多
く
の
章
に
貴
重
な
助
言
を
与
え
た
。
一
八
八
七
年
七
月
に

ロ
イ
ヤ
ル
ス
コ
テ
ィ
シ
ュ
ア
ー
ス
で
読
ま
れ
た
「
現
代
の
港
湾

建
設
」、
の
論
文
に
関
す
る
彼
の
十
分
な
知
識
と
経
験
に
対
し

て
彼
に
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。

　

一
八
九
〇
年
三
月
、
彼
は
亡
く
な
る
ま
で
、D

.&
T

.
S

tev
en

so
n

社
の
土
木
技
師
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
。

　

葛
登
支
岬
灯
台
に
あ
る
明
暗
光
レ
ン
ズ
を
ブ
レ
ブ
ネ
ル
氏
が

発
明
し
た
と
い
う
事
実
は
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
の
資
料
で
も
確
認

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
同
時
代
に
レ
ン

ズ
の
開
発
の
み
な
ら
ず
、
灯
器
や
建
築
な
ど
多
方
面
の
灯
台
事

業
に
生
涯
を
捧
げ
た
「
ア
ラ
ン
・
ブ
レ
ブ
ネ
ル
」
と
い
う
灯
台

技
師
が
、
日
本
の
灯
台
設
置
計
画
に
も
関
与
し
て
い
た
と
い
う

事
実
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
灯
台
建
設
は
、
ブ
ラ
ン
ト

ン
の
計
画
に
基
づ
き
実
行
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際

は
常
に
本
国
イ
ギ
リ
ス
の
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
兄
弟
か
ら
の
指
示

を
仰
い
で
い
た
こ
と
は
ブ
ラ
ン
ト
ン
自
身
が
述
べ
て
お
り
、
そ

の
陰
に
は
ア
ラ
ン
・
ブ
レ
ブ
ネ
ル
の
よ
う
な
優
秀
な
灯
台
技
師

が
い
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

葛
登
支
岬
灯
台
が
点
灯
開
始
し
た
明
治
18
年
、
燈
台
局
長
に

就
任
し
た
藤
倉
見
達
は
、
ブ
レ
ブ
ネ
ル
氏
と
深
い
関
係
に
あ
り

ま
し
た
。
藤
倉
氏
は
、
明
治
5
年
に
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
一
時
帰
国
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で
結
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

実
は
今
回
の
調
査
の
中
で
、
ブ
レ
ブ
ネ
ル
と
葛
登
支
岬
灯
台

を
結
び
つ
け
る
当
時
の
記
録
は
、
唯
一
こ
の
推
薦
文
し
か
確
認

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
以
上
の
事
実
か
ら
ア
ラ
ン
・

ブ
レ
ブ
ネ
ル
は
、
葛
登
支
岬
灯
台
点
灯
の
時
代
、
日
本
の
灯
台

事
業
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
も
し

か
す
る
と
葛
登
支
岬
灯
台
の
レ
ン
ズ
に
も
本
当
に
彼
が
関
与
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。）

現
存
す
る
霧む

し
ょ
う鐘

　

葛
登
支
岬
灯
台
に
は
、
点
灯
開
始
か
ら
7
年
後
の
明
治
25
年

に
霧
鐘
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
霧
鐘
に
つ
い
て
は
、
前
記
の

灯
台
解
説
書
「
燈
臺
」
に
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

霧
鐘
ハ
、
霧
信
号
ト
シ
テ
古

ふ
る
く

ヨ
リ
各
国
多
ク
之
ヲ
用
ヒ
、
航

海
者
ニ
至
大
ノ
利
便
ヲ
与
ヘ
タ
リ
。
英
国
ニ
於
テ
ハ
、
一
八
一

一
年
初
メ
テ
「
ベ
ル
ロ
ッ
ク
」
燈
臺
ニ
之
ヲ
用
ヒ
、
回
転
器
械

ニ
ヨ
リ
打
鐘
装
置
ヲ
施
セ
リ
。

　

日
本
の
最
初
の
霧
鐘
は
、
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
11
月
20

日
に
尻
屋
埼
灯
台
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
期
、
日
本
に

は
7
基
の
霧
鐘
が
、
次
の
と
お
り
各
地
の
灯
台
に
設
置
さ
れ
て

受
け
た
。
ま
た
、
同
社
の
研
修
期
間
中
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
に

て
、
工
学
技
術
、
化
学
、
数
学
を
学
ん
だ
。
そ
れ
は
一
八
七
二

～
一
八
七
四
年
の
三
年
間
で
あ
っ
た
。
一
八
七
五
年
、
彼
は
日

本
政
府
に
召
喚
さ
れ
帰
国
し
、
横
浜
の
燈
台
局
の
役
職
に
就
い

た
。
彼
の
力
量
を
以
っ
て
、
宗
谷
岬
、
函
館
（
葛
登
支
岬
）、

禄
剛
崎
、
鞍
崎
に
、
灯
台
を
建
設
し
装
置
を
設
置
し
た
。
彼
は

現
在
、
日
本
政
府
機
関
の
燈
台
局
の
局
長
を
務
め
て
い
る
。
就

任
は
一
八
八
五
年
で
あ
る
。

 
推
薦
者
ア
ラ
ン
・
ブ
レ
ブ
ネ
ル

　

イ
ギ
リ
ス
の
土
木
学
会
は
、
日
本
の
灯
台
に
於
け
る
藤
倉
氏

の
功
績
を
認
め
た
の
で
す
。
当
時
イ
ギ
リ
ス
は
、「
ユ
ニ
オ
ン
・

ジ
ャ
ッ
ク
の
翻
る
と
こ
ろ
に
太
陽
が
没
す
る
こ
と
は
な
い
」
と

い
わ
れ
た
世
界
最
強
の
国
で
し
た
。
ま
た
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
種

の
起
源
、ジ
ェ
ー
ム
ズ
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の
電
磁
場
の
研
究（
両

人
と
も
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
出
身
）、
ロ
ン
ド
ン
の
第
1
回
万
国

博
覧
会
の
開
催
、
大
英
博
物
館
の
大
規
模
な
拡
張
な
ど
、
教
育

や
文
化
面
も
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
前
記
の
と
お
り
、

フ
ラ
ン
ス
製
の
葛
登
支
岬
灯
台
の
レ
ン
ズ
が
実
際
は
イ
ギ
リ
ス

か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
り
、
灯
台
局
長
が
イ
ギ
リ
ス
の
土
木
学

会
会
員
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
灯
台
は
ブ
ラ
ン
ト
ン
帰

国
か
ら
十
数
年
後
も
、
当
時
世
界
最
強
の
イ
ギ
リ
ス
と
強
い
絆

き
ず
な
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但
た
だ
し

該
霧
鐘
臺

（
台
）

ハ
木

造
四
角
形
ニ
シ
テ
白

色
ニ
塗
リ
基
礎
ヨ
リ

頂
上
マ
デ
高
サ
二
丈

七
尺（
約
八
・
二
ｍ
）

ナ
リ

　

明
治
二
十
五
年
四

月
十
五
日
逓
信
大
臣

伯
爵
後
藤
象
二
郎

い
ま
し
た
。

設　

置　

場　

所

運
用
開
始
年
月

1

尻
屋
埼
灯
台

明
治
10
年
11
月

2

納
沙
布
岬
灯
台

明
治
11
年
6
月

3

函

館

灯

船

明
治
15
年
4
月

4

本

牧

灯

船

5

宗
谷
岬
灯
台

明
治
18
年
9
月

6

葛
登
支
岬
灯
台

明
治
25
年
4
月

7

計
羅
武
威
岬
灯
台

明
治
25
年
5
月

　

ほ
と
ん
ど
の
霧
鐘
は
、
灯
台
ま
た
は
灯
船
本
体
に
直
接
取
り

付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
葛
登
支
岬
灯
台
だ
け
は
立
派
な
霧

鐘
台
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
全
容
は
、
運
用
開

始
時
の
告
示
に
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　

逓
信
省
告
示
第
九
十
四
号

　

今
般
北
海
道
渡
島
國
上
磯
郡
葛
登
支
岬
燈
臺
ヨ
リ
西
方
ヘ
距は

か

ル
コ
ト
五
間
五
尺
（
約
十
ｍ
）
ノ
處
ニ
建
設
シ
タ
ル
臺

（
台
）

上
ニ
霧

鐘
ヲ
設
置
シ
明
治
二
十
五
年
四
月
二
十
日
以
後
霧
雪
或
ハ
冥め

い

濛も
う

タ
ル
天
候
ニ
ハ
一
分
時
間
ニ
六
回
ヅ
ツ
ノ
割
合
ヲ
以
テ
打
鳴
ス

　

こ
の
霧
鐘
台
の
設
置
は
、
過
去
の
苦
い
教
訓
か
ら
得
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。
葛
登
支
岬
灯
台
の
霧
鐘
は
、
実
は
尻
屋
埼
灯
台

に
取
り
付
け
ら
れ
た
日
本
最
初
の
霧
鐘
の
再
利
用
で
し
た
。
そ

の
事
実
は
、
逓
信
省
の
明
治
25
年
度
の
報
告
と
な
る
逓
信
省
第

7
年
報
の
航
路
標
識
建
築
費
の
報
告
の
中
で
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
尻
屋
埼
灯
台
で
は
、
灯
台
の
踊
り
場
（
外
廊
）
に
取
り
付

け
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
霧
鐘
の
激
震

が
、
レ
ン
ガ
造
の
灯
台
本
体
や
機
械
に
損
傷
を
負
わ
せ
、
わ
ず

か
1
年
余
り
で
使
用
を
停
止
し
て
い
ま
し
た
。（
詳
細
は
拙
稿

「
明
治
の
灯
台
話
⑶ 

尻
屋
埼
の
霧
鐘
」
を
参
照
）

　

こ
の
霧
鐘
の
再
使
用
に
当
た
り
、
過
去
の
失
敗
を
生
か
し
、

写真－ 5 　葛登支岬灯台の霧鐘台（左）
　　　　　（燈光会所蔵写真より）
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に
比
べ
短
く
、天
候
条
件
に
よ
り
効
果
が
極
端
に
落
ち
る
た
め
、

計け

羅ら

武む

威い

岬
灯
台
を
最
後
に
灯
台
に
は
設
置
さ
れ
な
く
な
り
、

そ
の
後
、
小
型
の
も
の
が
浮
標
や
灯
標
な
ど
に
取
り
付
け
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

灯
台
に
設
置
さ
れ
た
霧
鐘
が
、
そ
の
後
霧
笛
に
代
え
ら
れ
て

い
く
中
、
葛
登
支
岬
灯
台
の
霧
鐘
は
、
昭
和
12
年
ま
で
半
世
紀

に
わ
た
り
運
用
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
移
り
行

く
激
動
の
時
代
を
、
北
海
道
の
玄
関
口
に
漂
う
霧
の
中
で
、
行

く
手
を
指
し
示
す
希
望
の
鐘
の
如
く
鳴
り
続
け
て
い
た
の
で

す
。
戦
後
、
取
り
外
さ
れ
た
こ
の
霧
鐘
は
、
各
地
の
資
料
館
や

博
覧
会
等
で
展
示
さ
れ
た
後
、
昭
和
61
年
か
ら
銚
子
の
犬
吠
埼

灯
台
構
内
に
て
保
存
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
を
紹
介
す
る

併
設
の
灯
台
と
見
誤
る
く
ら
い
大
き
な
霧
鐘
台
が
葛
登
支
岬
灯

台
に
建
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　

葛
登
支
岬
灯
台
の
霧
鐘
に
つ
い
て
、「
燈
臺
」
の
霧
鐘
の
解

説
の
中
で
は
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

渡
島
國
葛
登
支
岬
燈
臺
ニ
於
ケ
ル
霧
鐘
ハ
、
重
量
二
千
六
百

封ぽ
ん
ど度

ニ
シ
テ
、
時
計
仕
掛
ニ
ヨ
リ
五
十
呎

フ
ィ
ー
ト

封ぽ
ん
ど度

ノ
力
ニ
テ
打

鳴
シ
、
実
験
ノ
結
果
和
風
逆
ニ
シ
テ
三
浬か

い
りニ

達
セ
シ
モ
、
時
ト

シ
テ
ハ
一
浬か

い
りニ

及
ハ
サ
ル
コ
ト
ア
リ
。

　

時
計
仕
掛
の
打
鳴
装
置
は
今
回
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
同
書
に
掲
載
の
電
動
式
の
打
鳴
装
置
の
図
か
ら
、
分
銅
の

巻
揚
げ
が
動
力
源

と
考
え
ら
れ
る
葛

登
支
岬
灯
台
の
打

鳴
装
置
が
、
容
易

に
想
像
で
き
ま

す
。

　

霧
鐘
は
、「
燈

臺
」
の
解
説
に
あ

る
と
お
り
、
音
が

届
く
距
離
は
霧
笛

写真－ 6 　尻屋埼灯台の霧鐘（丸印）
　　　　　（燈光会所蔵写真より）

図－ 8 　電動式の霧鐘打鳴装置
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葛
登
支
岬
灯
台
を
訪
ね
て

　

昭
和
39
年
4
月
号
の
燈
光
記
事
「
Ａ
君
へ
の
便
り
」
に
は
、

戦
後
間
も
な
い
頃
の
葛
登
支
岬
灯
台
の
様
子
が
次
の
と
お
り
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

葛
登
支
岬
燈
台
と
言
え
ば
道
南
で
も
気
候
は
よ
く
、
仕
事
は

暇
で
、
天
気
の
良
い
日
は
子
供
と
共
に
構
内
の
芝
園
に
ゴ
ザ
を

敷
き
、
半
日
も
坐
り
込
ん
で
話
を
し
た
り
、
全
く
絵
の
よ
う
な

風
景
と
、
温
か
い
人
情
の
生
活
で
し
た
。

　

平
成
25
年
の
夏
、
こ
の
燈
光
記
事
を
敢あ

え
て
胸
に
抱
き
、
葛

登
支
岬
灯
台
を
訪
れ
ま
し
た
。
休
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
函
館
海

上
保
安
部
交
通
課
の
方
が
函
館
か
ら
出
向
い
て
い
た
だ
き
、
灯

台
の
中
ま
で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
灯
台
下
の
国
道

は
車
が
行
き
交
い
、
官
舎
も
霧
鐘
台
跡
も
分
か
ら
な
い
程
の
夏

草
が
生
い
茂
る
葛
登
支
岬
灯
台
は
、
ゴ
ザ
を
敷
い
て
の
ん
び
り

で
き
る
絵
の
よ
う
な
風
景
と
は
一
変
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

十
分
に
予
期
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
想
を
覆

く
つ
が
えし

た
の
は
レ
ン
ズ

の
凄
さ
で
し
た
。
そ
の
日
の
日
記
に
は
、「
と
に
か
く
す
ご
い
、

こ
れ
は
す
ご
い
、
こ
の
レ
ン
ズ
は
人
を
魅ひ

き
つ
け
る
風
格
が
あ

る
、
予
想
以
上
の
大
き
さ
、
迫
力
、
明
治
の
息い

吹ぶ

き
、
博
物
館

燈
光
昭
和
61
年

6
月
号
の
記
事

を
見
る
と
、
本

体
重
量
は
、
記

録
と
は
異
な
り

1
・
7
ト
ン
で

あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
最
初
の

霧
鐘
で
あ
り
音

波
標
識
の
元
祖

と
し
て
明
治
10
年
の
尻
屋
埼
灯
台
に
始
ま
り
、
葛
登
支
岬
灯
台

で
半
世
紀
を
経
て
役
目
を
終
え
た
後
、
戦
時
下
の
金
属
拠
出
も

免
れ
、
そ
の
後
各
地
を
渡
り
歩
い
た
過
程
を
振
り
返
る
と
、
今

日
現
存
す
る
こ
と
が
奇
跡
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
犬
吠
埼
灯
台
構
内
に
は
、
灯
台
を
は
じ
め
登
録
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
灯
台
の
文
化
遺
産
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
片
隅
で
、
葛
登
支
岬
灯
台
を
思
う
か
の
如
く
、
ひ
っ
そ
り

と
佇
む
霧
鐘
は
、
華
々
し
い
経
歴
は
な
く
、
目
立
つ
存
在
で
も

な
く
、
何
の
指
定
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
犬
吠
埼
灯
台
構
内
の
灯

台
の
文
化
遺
産
に
劣
ら
な
い
、
日
本
の
灯
台
の
宝
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

写真－ 7 　犬吠埼灯台構内に展示の霧鐘
　　　　　（平成26年12月撮影）
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に
取
り
戻
す
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
た
だ
し
、

そ
の
歴
史
と
と
も
に
、
灯
台
の
古
い
姿
が
新
し
く
変
わ
っ
て
い

く
の
も
必
然
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ら
消
え
ゆ
く
灯
台
の
機
械
が
歩
ん
で
き
た
過
程
や
知
ら

れ
ざ
る
事
実
を
拙
稿
を
通
し
て
触
れ
、愚
生
が
受
け
た
感
動
や
、

こ
の
も
ど
か
し
く
切
な
い
思
い
を
、
少
し
で
も
共
有
で
き
れ
ば

幸
い
に
存
じ
ま
す
。

（
完
）

　

平
成
25
年
の
夏
、
葛
登
支
岬
灯
台
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た

函
館
海
上
保
安
部
交
通
課
に
対
し
ま
し
て
は
、
改
め
て
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

に
飾
っ
て
お
く
よ
う
な
代し

ろ

物も
の

、
レ
ン
ズ
を
見
て
感
動
し
た
の
は

フ
ラ
ン
ス
の
灯
台
資
料
館
以
来
～
」
と
書
き
な
ぐ
ら
れ
、
今
も

そ
の
日
の
衝
撃
が
甦
っ
て
き
ま
す
。

　

日
本
の
灯
台
は
、
初
代
観
音
埼
灯
台
の
起
工
か
ら
来
年
で

１
５
０
年
と
な
り
ま
す
。
近
年
そ
の
歴
史
が
再
び
注
目
さ
れ
始

め
、
各
地
の
灯
台
や
付
属
施
設
が
次
々
と
文
化
財
等
に
指
定
さ

れ
、
観
光
資
源
や
地
域
の
拠
点
と
し
て
脚
光
を
浴
び
始
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
歴
史
あ
る
灯
台
の
レ
ン
ズ
や
付
属
装
置
な
ど

は
、
こ
の
10
年
だ
け
で
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
機
器
の
換
装
に
よ
り
、

多
く
が
処
分
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
樫
野
埼
灯
台
の
よ
う
に
、

撤
去
し
た
機
器
も
機
械
遺
産
と
し
て
次
世
代
に
残
そ
う
と
す
る

動
き
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
一
例
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

勿
論
、
効
率
や
経
済
性
を
以
っ
て
、
灯
台
を
運
用
し
て
い
く

こ
と
に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
代
遅
れ
の
手
間
が
か
か
る
正

確
に
動
作
し
な
い
機
械
で
は
、
一
番
大
事
な
航
路
標
識
と
し
て

の
標
識
機
能
が
果
た
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
標
識
機
能
だ
け
の

道
路
標
識
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
航
路
標
識
に
は
無

視
で
き
な
い
社
会
的
価
値
が
あ
る
こ
と
で
す
。
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
や
、
人
々
の
思
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
歴
史

が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
み
な
簡
単
に
得
ら
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
一
度
な
く
し
て
し
ま
う
と
、
容
易

写真－ 8 　 葛登支岬灯台のフ
レネルレンズ
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４
　
船
舶
気
象
通
報
箇
所
等
の
整
備
拡
充

（
１
）　
通
報
時
刻
の
変
更

　

昭
和
２6
年
５
月
１５
日
に
は
船
舶
気
象
通
報
取
扱
規
程
を
改

正
し
、
魹
ケ
埼
、
金
華
山
、
野
島
埼
、
石
廊
埼
が
追
加
さ
れ
、

金
華
山
が
１１
分
か
ら
１3
分
ま
で
、
魹
ケ
埼
が
１3
分
か
ら
１５
分

ま
で
、
石
廊
埼
が
２3
分
か
ら
２５
分
ま
で
、
野
島
埼
が
２５
分
か

ら
２７
分
ま
で
通
報
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
２6
年
９
月
２０
日
か
ら
は
、
大
間
埼
の
通
報
時

刻
を
毎
時
２５
分
か
ら
２７
分
ま
で
に
、
龍
飛
埼
を
毎
時
3２
分
か

ら
3４
分
ま
で
に
、
松
前
を
偶
数
時
の
3４
分
か
ら
36
分
ま
で
に

変
更
し
、暴
風
の
定
義
中
大
間
埼
及
び
龍
飛
埼
に
お
い
て
は
、

風
速
１０
メ
ー
ト
ル
以
上
に
改
め
た
。

（
２
）　
使
用
周
波
数
の
変
更

　

従
来
の
測
位
業
務
用
の
周
波
数
３
７
５
Ｋ
Ｃ
は
国
際
電
気

通
信
条
約
の
改
正
に
よ
り
４
１
０
Ｋ
Ｃ
に
変
更
に
な
る
こ
と

か
ら
、
郵
政
省
と
使
用
周
波
数
の
新
規
割
当
に
つ
い
て
交
渉

航
　
路
　
標
　
識
　
と
　
気
　
象
　
観
　
測
　（
そ
の
3
）

�

普
通
会
員 

門
　
田
　
雅
　
康

す
る
と
と
も
に
、
昭
和
２８
年
１
月
４
日
か
ら
は
、
通
報
用
の

周
波
数
を
暫
定
的
に
４
１
０
Ｋ
Ｃ
に
変
更
し
た
。正
式
に
は
、

昭
和
２８
年
3
月
９
日
に
船
舶
気
象
通
報
規
程
を
改
正
し
、
１

月
４
日
に
逆
上
っ
て
４
１
０
Ｋ
Ｃ
ヘ
の
変
更
を
適
用
し
て
い

る
。

（
３
）　
正
式
業
務
と
し
て
の
開
始

　

こ
の
よ
う
に
船
舶
気
象
通
報
に
つ
い
て
は
、
中
央
気
象
台

及
び
逓
信
省
電
波
局
と
の
折
衝
に
よ
り
、
昭
和
２４
年
6
月
か

ら
襟
裳
岬
、
松
前
、
龍
飛
埼
、
大
間
埼
、
尻
屋
埼
に
お
い
て

船
舶
気
象
通
通
報
と
し
て
航
路
標
識
付
近
に
お
け
る
気
象
、

海
象
の
状
況
を
放
送
す
る
業
務
を
無
線
電
信
に
よ
り
開
始

し
、
昭
和
２6
年
５
月
に
は
魹
ケ
埼
、
金
華
山
、
野
島
埼
及
び

石
廊
埼
で
、
昭
和
２6
年
９
月
に
は
恵
山
岬
に
お
い
て
業
務
を

開
始
し
た
。

　

一
方
、
昭
和
２6
年
6
月
に
は
気
象
通
報
に
関
す
る
「
船
舶

気
象
通
報
取
扱
規
程
」
を
制
定
し
、
正
式
の
業
務
と
し
て
運

用
を
開
始
し
た
。
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４　

天　
　

気　

 

昭
和
２８
年
２
月
運
輸
省
告
示
第
５８

号
に
定
め
る
中
央
気
象
台
天
気
種

類
表
に
よ
る
。

５　

視　
　

界　

メ
ー
ト
ル

6　

風　
　

浪　

 

昭
和
２８
年
２
月
運
輸
省
告
示
第
５８

号
に
定
め
る
中
央
気
象
台
風
浪
種

類
表
に
よ
る
。

７　

う
ね
り　

 

昭
和
２８
年
２
月
運
輸
省
告
示
第
５８

号
に
定
め
る
中
央
気
象
台
う
ね
り

階
級
蓑
に
よ
る
。

８　

流
氷
の
状
況

２　

 

気
象
通
報
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
を
同
項
に
掲
げ

る
順
序
に
よ
り
、
符
号
又
は
略
号
を
用
い
な
い
和
文

を
も
っ
て
２
回
く
り
返
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
通
報
箇
所
、
呼
出
符
号
等
）

第
3
条 　

気
象
通
報
を
行
う
航
路
標
識
は
、
別
表
の
と
お
り

と
し
、
そ
の
通
報
に
使
用
す
る
呼
出
符
号
又
は
呼
出

名
称
、
電
波
の
型
式
、
空
中
線
電
力
、
周
波
数
、
通

報
時
刻
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
別
に
告
示
す
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

（
業
務
の
順
位
）

第
４
条 　

気
象
通
報
は
、
そ
の
通
報
時
刻
に
方
位
の
測
定
又

　

し
か
し
な
が
ら
、
通
報
用
の
周
波
数
の
割
当
が
正
式
に
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
庁
限
り
で
行
っ
て
い
た
が
、
郵
政
省

（
逓
信
省
電
波
局
）
と
折
衝
の
結
果
、
船
舶
気
象
通
報
用
の

専
用
周
波
数
を
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
海
上
保
安

庁
達（
昭
和
２４
年
6
月
１７
日　

海
上
保
安
庁
達
第
１
１
５
号
）

と
し
て
部
内
限
り
の
措
置
で
あ
っ
た
規
程
を
改
正
し
、
船
舶

気
象
通
報
規
程
（
昭
和
２９
年
１
月
２１
日
　
海
上
保
安
庁
達
第

１
号
）
と
し
、
正
式
の
業
務
と
し
て
拡
充
を
行
っ
た
。

船
舶
気
象
通
報
規
程

（
目
的
）

第
１
条 　

こ
の
規
程
は
、
航
路
標
識
の
付
近
の
気
象
及
び
海

上
の
状
況
を
、
航
路
標
識
か
ら
無
線
電
信
又
は
無　

線
電
話
に
よ
り
船
舶
に
通
報
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

船
舶
の
航
行
の
安
全
を
確
保
し
、
あ
わ
せ
て
運
航　

能
率
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
通
報
事
項
）

第
２
条 　

通
報
事
項
は
、
航
路
標
識
に
お
い
て
観
測
し
た
左

の
各
号
の
事
項
と
す
る

１　

観
測
時
刻　

２４
時
間
制
（
日
本
標
準
時
）

２　

風　
　

向　

１6
方
位

3　

風　
　

速　

１
秒
間
メ
ー
ト
ル
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航
路
標
識
名

呼　

出

符　

号

電
波
の

型　

式

空
中
線

電　

力

周
波
数

通　

報

時　

刻

恵
山
岬
無
線
方
位

信
号
所

Ｊ
Ｌ
Ｆ

Ａ
２

１
５
０
Ｗ
４
４
４
Ｋ
Ｃ

２3
～
２５

松　

前
無
線
方
位

信
号
所

Ｊ
Ｌ
Ｋ

〃

〃

〃

3４
～
36

龍
飛
埼
無
線
方
位

信
号
所

Ｊ
Ｌ
Ｌ

〃

〃

〃

3２
～
3４

大
間
埼
無
線
方
位

信
号
所

Ｊ
Ｌ
Ｇ

〃

１
０
０
Ｗ

〃

２５
～
２７

尻
屋
埼
無
線
方
位

信
号
所

Ｊ
Ｌ
Ｄ

〃

１
５
０
Ｗ

〃

3
～
５

魹
ケ
埼
無
線
方
位

信
号
所

Ｊ
Ｌ
Ｅ

〃

〃

〃

１3
～
１５

金
華
山
無
線
方
位

信
号
所

Ｊ
Ｌ
Ｃ

〃

〃

〃

１１
～
１3

野
島
埼
無
線
方
位

信
号
所

Ｊ
Ｌ
Ａ

〃

〃

〃

２５
～
２７

石
室
埼
無
線
方
位

信
号
所

Ｊ
Ｌ
Ｊ

〃

〃

〃

２3
～
２５

※（
Ｋ
Ｃ
か
ら
ｋ
Ｈ
Ｚ
へ
の
変
更
は
昭
和
４７
年
７
月
１
日
付
）

　

そ
の
後
、
昭
和
２９
年
１１
月
１
日
か
ら
は
、
大
間
埼
で
は
毎
時

の
3０
分
か
ら
3２
分
ま
で
に
、
石
室
埼
で
は
毎
時
の
２７
分
か
ら
２９

分
に
通
報
時
刻
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
潮
岬
に
お
い
て
、
Ｊ

Ｌ
Ｂ
─
５　

１
５
０
Ｗ　

４
７
８
Ｋ
Ｃ
で
毎
時
の
１3
分
か
ら
１５

分
ま
で
通
報
を
開
始
し
、
昭
和
3２
年
１
月
１
日
か
ら
積
丹
岬
、

は
標
識
電
波
の
発
射
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

依
頼
を
受
け
た
業
務
を
実
施
し
た
後
、
他
の
航
路
標

識
に
お
け
る
気
象
通
報
に
支
障
を
与
え
な
い
時
刻
に

行
う
も
の
と
す
る
。

別　

表
襟
裳
岬
無
線
方
位
信
号
所　

恵
山
岬
無
線
方
位
信
号
所

松　

前
無
線
方
位
信
号
所　

龍
飛
埼
無
線
方
位
信
号
所

大
間
埼
無
線
方
位
信
号
所　

尻
屋
埼
無
線
方
位
信
号
所

魹
ケ
埼
無
線
方
位
信
号
所　

金
華
山
無
線
方
位
信
号
所

野
島
埼
無
線
方
位
信
号
所　

石
室
埼
無
線
方
位
信
号
所

　

な
お
、
第
４
条
の
業
務
の
順
位
に
つ
い
て
、
昭
和
3１
年
５

月
１
日
か
ら
同
規
程
を
削
除
し
、
船
舶
気
象
通
報
は
定
時
発

射
と
な
っ
て
い
る
。

海
上
保
安
庁
告
示
第
４
号
（
昭
和
２９
年
１
月
３０
日
）

　

昭
和
２９
年
２
月
１
日
か
ら
、
船
舶
気
象
通
報
を
実
施
す
る
次

の
航
路
標
識
で
使
用
す
る
呼
出
符
号
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
下

記
の
と
お
り
と
す
る
。

航
路
標
識
名

呼　

出

符　

号

電
波
の

型　

式

空
中
線

電　

力

周
波
数

通　

報

時　

刻

襟
裳
岬
無
線
方
位

信
号
所

Ｊ
Ｌ
Ｍ

Ａ
２

１
５
０
Ｗ
４
４
４
Ｋ
Ｃ

毎
時　

５
～
７
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霧
多
布
で
中
波
の
無
線
電
信
に
よ
る
通
報
を
開
始
し
た
が
、
霧

多
布
は
利
用
者
が
い
な
い
こ
と
か
ら
昭
和
3８
年
７
月
１
日
に
廃

止
し
た
。
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　初島は、伊豆半島東部相模湾海上に浮かぶ
静岡県唯一の有人島で、首都圏から一番近い
離島です。現在初島灯台が建っている付近は、
地質学的な調査によると 2 万年ほど前に海上
に姿を現したと言われているようです。島に

伝わる幾つかの伝説のうち、島づくりの伝説というのがあります。これによると、
伊豆の海へ着いた王子は神々にこの海の中へ10の国を作れと命じ、日夜島作りの
ために海中を焼き始めたそうです。天地は鳴動しすさまじい有様で、沿岸に近い
所にまず焼きだされた島が小さいながらも美事なものであり、これを初島と名付
けたということです。そして、地元の強い要望を受け、相模灘を航海する船舶の
安全を守るために昭和34年 3 月25日点灯されました。灯台の光り方は、せん互光
という光り方で赤と緑を互いちがいに出す珍しい光り方をします。そして、資料
展示館は島内の風景に合わせ燈光会では初のログハウス（丸太を積み重ねた壁に
よって構成される建物）の造りとなっています。また、平成19年の参観開始に伴
い安全面を考え螺旋階段を外側に設置し上りは内階段、下りは外階段と分けて通
行するようになっており、灯台からの眺めは360度相模湾を見渡せ、対岸の熱海
市の後ろには富士山を見ることもできます。秋の涼しい季節に珍しい造りの初島
灯台へぜひ訪れて見てはいかがですか‼

＊＊ 　概　 　要　 ＊＊
所 在 地 静岡県熱海市初島
位 置 北緯35－02－18　　東経139－10－22
灯質（光り方） 単せん赤緑互光　毎20秒に赤 1 せん光、緑 1 せん光
光度（光の強さ） 赤光　28,000カンデラ　　緑光　30,000カンデラ
光 達 距 離 16.5海里（約30キロメートル）（赤光、緑光とも同じ）
高 さ 地上～灯塔頂部　16.14メートル　　平均水面～灯火　63.1メートル
塗色・構造 白色　塔形　コンクリート造
灯 器 ＬＢ－Ｍ30型灯器（Lighthouse Beacon Metalhalidelamp 30cm）
着 工 昭和33年 7 月　 　（1958年）
竣 工 昭和34年 3 月25日（1959年）
初 点 灯 昭和34年 3 月25日（1959年）
参 観 開 始 平成19年 3 月28日（2007年）
ア ク セ ス バス　 → ＪＲ熱海駅～熱海港行き～熱海港下車、（約15分）

定期船 → 熱海港～初島（約30分）

今月は…

★ 初島灯台 ★

のぼれる灯台 introduction
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ほぼ、毎年きていますが、昨年だけは来れなかったので、今日の日を楽しみにして
いました。晴れた空、広大な海はいつものごとく気持ちよく、強い風が吹いていて
も、潮の香りが感じられてすごくきもちよい時間を過ごせました。また、来年も来
たいと思います。子どもたちと毎回灯台で写真をとります。家族の良い成長記録に
なっています。

東京から！サルトビ楽しかった！
伊勢エビおいしかった！
また来たいです！
初島イイトコロ＼（＾0＾）／

初島ダイビング最高だぜ☆
灯台きれいー‼

のぼれる灯台15基のうち 9基目です。
残り 5基なので、頑張ります。

とってもおもしろくて、灯台のしくみが
よくわかりました。すごく勉強になった。

熱海から初島の灯台の明かりが
見えてきれいでした☆〃

日本唯一の外らせん階段灯台に
参上‼

初島灯台のレンズを見に来ました。
平成になってから新替されたようで
昭和35年初点灯のレンズ（灯器）に
は残念乍ら逢えませんでした。当時
のレンズに係わりがあったので‼
とてもきれいな灯台でした。

初島来たり‼灯台最高‼帽子が海へと旅立ちました。

あいにくの雨ですが、水平線は美しく
360°の視界はすてきでした。しかも、
あんなに近くに房総や三浦があること
におどろきました。楽しい経験でした。

初めて灯台に登りました。くもってい
て富士山は見えなかったけど、海がき
れいだった。

ＳＡＲＵＴＯＢＩ最高‼富士山も
きれいに見ることができて良かっ
た☆

遠くに見える山の名前が分かって
スッキリした。小室山、大室山、
天城山‼

♪初島灯台の思い出♪
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「初島灯台近く着工の運び」

　航路標識整備工事は新営第一号として 7 月末から熱海市初島灯台の建設
に着手する運びとなったが、場所柄観光の点も十分考慮して、灯質も閃紅
緑互光と色彩も鮮やかなものとし、対岸の熱海に向け健全な青い火、紅い
火のデモストレーションをかけることとなり、完成の暁には、熱海の名物
がまた一つ増えることとなろう。

  （昭和33年 8 月号「燈光」東西南北　三管区より）

「航路標識業務に対する多大な協力」で本部長表彰

　三管本部では去る 5 月12日の開庁記念日に、熱海市初島区長坂下優美ほ
か初島区民一同を、航路標識業務に対する多大な協力者として本部長表彰
を行った。
　初島は、熱海市から海上 6 海里の所にある小さな島で、41世帯で区長以
下41名が熱海航路標識事所管理の初島灯台（昭和34年 3 月25日設置点燈）
の明弧障害になる雑木300本を無償で 2 日間にわたり伐採を行い、その為
に、初島灯台全体がすっきりみえるようになり航行船舶、特に附近で操業
する漁船からも大いに感謝された。
　初島区民は常日頃から航路標識の重要性をよく理解し、明弧障害がある
と知るや、全員危険作業でもあり重労働をも顧みず積極的に参加し所期の
目的を達したものである。
　当日は、わざわざ初島区長が来部し区民を代表して受彰し、灯台部長他
全員が感謝の労をねぎらい、尚一層の航路標識業務の重要性を認識してい
ただき帰島された。

  （昭和57年 6 月号「燈光」東西南北　三管区より）

～昔の「燈光」初島に係わる記事～
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燈
光
歌
壇

選

見
守
ら
れ
て
い
る
と
の
思
い
は
敬
虔
で
尊
い
。

川　

崎　
　

吉　

田　

公　

一

○
「
オ
ー
ト
マ
」
と
い
う
新
語
が
生
ま
れ
し
か
わ
が
身
辺
も
オ

ー
ト
マ
盛
り

○
炊
飯
器
洗
濯
機
な
ど
の
電
気
器
具
オ
ー
ト
マ
す
べ
て
ト
ラ
ブ

ル
も
な
し

○
現
代
の
暮
ら
し
は
ス
イ
ッ
チ
多
く
し
て
人
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
見

え
る
日
も
あ
り

○
通
勤
の
車
内
は
い
つ
も
静
ま
り
て
咳
を
す
る
に
も
気
が
ね
す

る評　

機
械
が
す
べ
て
自
動
的
に
操
作
を
す
る
身
辺
で
あ
る
と
い
う

一
連
の
作
品
、
快
適
な
生
活
は
常
に
電
気
製
品
に
助
け
ら
れ

て
い
る
の
だ
。
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
楽
し
く
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
時
代
で
す
が
木
を
見
て
空
を
見
て
、
四
季
の
美
し

さ
を
感
じ
る
心
、
喜
び
ご
と
と
悲
し
い
こ
と
、
自
分
の
思
い

を
書
い
て
い
く
の
が
短
歌
で
す
。
日
常
生
活
の
中
に
電
気
製

横　

浜　
　

宮　

田　
　
　

昭

○
ほ
の
ぼ
の
と
気
泡
の
上
が
る
深
海
は
眠
り
姫
の
ル
ア
ー
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
な
ら
む

○
捜
索
に
何
処
ま
で
も
行
く
ぞ
海
猿
の
背
負
う
ボ
ン
ベ
は
乾
坤

一
擲

○
海
猿
の
捉
え
る
展
望
無
限
に
て
前
人
未
踏
の
海
底
闊
歩

○
漆
黒
の
海
に
手
招
く
妖
女
ら
の
オ
ー
ラ
き
ら
め
き
我
ら
見
守

る
○
緊
縛
の
装
備
を
纏
う
潜
水
の
海
猿
に
魚
ら
魅
せ
ら
れ
お
ら
む

評　

深
海
に
何
故
か
気
泡
が
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
か
の
ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
若
い
乙
女
の
精
で
童
話
の
中
の
眠
り
姫
の
ル
ア

ー
釣
り
の
せ
い
で
は
な
い
か
「
百
年
の
眠
り
の
中
の
」
作
品

で
深
海
の
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
い
う
発
想
が
面
白
い
。

金
属
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
羽
根
な
ど
に
針
を
組
み
合
わ
せ
て

作
る
擬
餌
鉤
の
比
較
的
大
き
い
も
の
が
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
に
使
わ
れ
る
。
漆
黒
の
夜
の
海
に
や
さ
し
い
妖
女
た
ち
の

友
愛
の
オ
ー
ラ
は
ど
ん
な
に
心
強
い
こ
と
か
見
え
な
い
力
に
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近　

詠

桜　

沢　

つ
や
子

○
行
き
来
す
る
声
に
誉
め
ら
れ
育
て
ら
れ
牡
丹
咲
き
つ
ぐ

色
を
深
め
て

○
咲
き
終
え
し
牡
丹
一
株
何
ご
と
も
な
か
り
し
ご
と
く
葉

を
そ
よ
が
せ
り

○
誉
め
ら
れ
て
愛
ほ
し
ま
れ
て
三
十
個
牡
丹
大
輪
花
納
め

た
り

　空撮を趣味とされる丸屋空撮（ペンネーム）様から、ラジコンヘリ（マルチコプター）
で撮影された犬吠埼灯台をはじめ、著名な灯台の動画を改めて紹介させて頂きます。
　鳥になった気分で、白亜の灯台周辺の空中散歩を堪能ください。
　なお、燈光会ホームページでも紹介されていますので、併せてご覧ください。

記

品
も
し
っ
か
り
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
現
実
で
す
。
二
首
目
の

下
句
の
作
者
の
発
想
が
面
白
い
。
短
歌
を
作
っ
て
脳
を
活
性

化
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
四
季
は
美
し
く
日
本
の
人
の
心
に

繊
細
で
す
。
書
く
楽
し
み
を
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

灯台の貴重な空撮ビデオを紹介します

鮫角灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=Mg4QGEfw-ak

入道灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=rXQfXBnb0ok

太東埼灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=fCbTVJciH0M

掛塚灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=gzVPHzt9eBo

禄剛埼灯台

https://www.youtube.com/
watch?v=IGWdgmqp5DY
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犬
吠
埼
灯
台「
海
の
日
」特
別
公
開
及
び

「
銚
子
音
楽
祭
２
０
１
７
」
を
開
催

　

銚
子
海
上
保
安
部
で
は
７
月
１７
日
の
「
海

の
日
」
に
、
恒
例
の
犬
吠
埼
灯
台
特
別
公
開

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

犬
吠
埼
灯
台
で
は
燈
光
会
に
よ
る
参
観
事

業
が
通
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
海
の
日
」

を
祝
し
、
燈
光
会
の
ご
協
力
を
得
て
、
こ
の

日
は
〝
特
別
に
無
料
で
参
観
で
き
る
日
〟
と

い
う
意
味
合
い
を
込
め
特
別
公
開
と
銘
打
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
朝
か
ら
曇
天
で
、
猛
暑
は
避
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
視
界
も
今
ひ
と
つ
で
や
や
盛

り
上
が
り
に
欠
け
る
の
で
は
と
関
係
者
一
同

危
惧
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
い
つ
し
か
晴

れ
渡
り
、
朝
早
く
に
灯
台
踊
り
場
か
ら
展
張

し
た
万
国
旗
を
心
地
良
く
泳
が
せ
る
風
が
、

遠
く
の
海
ま
で
見
渡
せ
る
情
景
を
導
い
て
く

れ
ホ
ッ
と
一
息
。

　

九
十
九
里
浜
に
ち
な
ん
で
９９
段
を
数
え
る

ら
旋
階
段
と
１３
段
の
鉄
製
階
段
を
一
歩
一
歩

踏
み
締
め
、
地
上
か
ら
約
25
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
の
灯
台
踊
り
場
ま
で
登
っ
て
来
ら
れ
た
多

く
の
方
々
は
、
苦
労
を
乗
り
越
え
、
や
っ
と

た
ど
り
着
い
た
ご
褒
美
の
絶
景
に
大
満
足
。

ひ
と
し
き
り
眺
め
を
堪
能
さ
れ
た
後
は
、
灯

台
の
役
割
や
機
能
に
興
味
を
抱
か
れ
、
案
内

兼
警
戒
に
当
た
っ
て
い
た
職
員
に
「
沖
を
通

る
船
の
数
は
？
」、「
灯
台
の
灯
り
が
届
く
距

離
は
？
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
ン
十
年
振
り
に
来
た
」、「
以

前
は
霧
信
号
の
建
物
は
見
学
で
き
な
か
っ

た
」
な
ど
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
声
も
多
く
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
灯
台
の
構
内
外
で
は
銚
子
海

上
保
安
部
と
コ
ラ
ボ
し
た
銚
子
音
楽
祭
実
行

委
員
会
が
主
催
す
る
「
銚
子
音
楽
祭
２
０
１

７ 

in 

犬
吠
埼
」
が
催
さ
れ
、
地
元
の
人
た

ち
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
よ

さ
こ
い
チ
ー
ム
に
よ
る
演
舞
な
ど
が
行
わ

れ
、
来
場
者
か
ら
の
盛
大
な
喝
采
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
来
場
者
は
１
２
２
６
名
と
大
盛

況
で
し
た
が
、
犬
吠
埼
灯
台
は
年
間
１０
万
人

を
超
え
る
参
観
者
が
訪
れ
る
銚
子
市
内
屈
指

の
観
光
名
所
で
、
航
行
の
指
標
と
さ
れ
る
灯

台
機
能
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
的
・
文
化
的
価写真－ 1　よさこいチームによる演舞
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値
を
も
有
す
る
観
光
資
源
と
し
て
、
銚
子
市

民
全
体
の
〝
宝
物
〟
的
存
在
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
〝
愛
さ
れ
る
灯
台
〟
と
し
て
地

元
地
域
振
興
な
ど
に
利
活
用
さ
れ
続
け
る
よ

う
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 
（
銚
子
海
上
保
安
部
）

旅
客
船
の
夏
季
多
客
期
前
安
全
点
検 

～
近
畿
運
輸
局
和
歌
山
運
輸
支
局
と
合
同
～

　

平
成
2９
年
７
月
７
日
（
金
）、
近
畿
運
輸

局
和
歌
山
運
輸
支
局
と
連
携
し
て
、
夏
季
の

休
暇
、
帰
省
時
期
に
、
多
く
の
人
々
が
観
光

遊
覧
船
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

夏
季
の
繁
忙
期
を
前
に
、
旅
客
船
の
安
全
確

保
と
事
故
の
未
然
防
止
を
図
り
、
利
用
者
の

皆
様
が
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
安
全
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

田
辺
海
上
保
安
部
管
内
の
和
歌
山
県
西
牟

婁
郡
白
浜
町
は
、
白
良
浜
海
水
浴
場
、
白
浜

ー
が
鑑
賞
で
き
る
白
浜
海
底
観
光
船
株
式
会

社
所
属
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
「
せ
と
」
に
対
し
て
、

当
部
所
属
巡
視
艇
む
ろ
か
ぜ
乗
組
員
、
交
通

課
職
員
及
び
近
畿
運
輸
局
和
歌
山
運
輸
支
局

首
席
運
航
労
務
監
理
官
が
船
舶
に
立
ち
入

り
、
航
路
の
安
全
性
の
確
認
、
安
全
管
理
規

定
の
遵
守
、
救
命
設
備
の
備
付
け
、
非
常
時

の
脱
出
手
順
等
の
確
認
と
事
故
防
止
及
び
非

常
時
対
応
の
措
置
状
況
、
整
備
状
況
を
点
検

し
安
全
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
田
辺
海
上
保
安
部
交
通
課
）

温
泉
、
白
浜
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ワ
ー
ル
ド
等
の

観
光
地
が
多
く

あ
り
ま
す
。
合

同
安
全
点
検

は
、
同
じ
く
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
、

円
月
島
周
辺
の

海
底
観
光
と
海

女
の
水
中
シ
ョ

写真－ 2　船上での安全点検写真－ 3　船内での安全点検

写真－ 1　グラスボート「せと」
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始
か
ら
順
調
に
参
観
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

１
組
目
は
地
元
小
学
校
を
卒
業
し
た
8０
歳

代
の
同
級
生
の
4
人
組
で
、
紀
伊
日
ノ
御
埼

灯
台
は
小
学
校
の
校
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
た

町
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
こ
と
か
ら
広
報
誌
を

見
て
、
な
つ
か
し
く
思
い
、
約
4
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
山
道
を
徒
歩
で
、
昔
を
し
の
び
な
が

ら
訪
れ
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の
健
脚
ぶ
り
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
で
視
界
も
良
く
、
青
い
空
と

初
の
一
般
公
開 

～
新
・
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
～

　

田
辺
海
上
保
安
部
で
は
、
平
成
2９
年
７
月

１７
日
、
海
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
今
春
に
建
替

え
た
ば
か
り
の
新
し
い
「
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯

台
」
の
一
般
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
地
元
の
美
浜
町
、
日
高
町
の
広
報

誌
や
地
元
新
聞
に
も
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
午
前
１０
時
の
開

青
い
海
に
対
岸
の
四
国
や
淡
路
島
も
よ
く
映

え
て
、
そ
の
風
景
を
午
前
中
取
材
に
来
た
Ｍ

Ｂ
Ｓ
放
送
が
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
し
た
こ

と
も
あ
り
、
午
後
か
ら
は
、「
昼
の
テ
レ
ビ

を
見
て
海
が
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
来
ま
し

た
」
と
い
う
方
が
次
々
と
来
場
し
、
結
果
、

午
後
３
時
の
終
了
ま
で
に
２
８
６
名
の
方
が

訪
れ
、
灯
台
の
踊
り
場
か
ら
広
が
る
紀
伊
水

道
の
す
ば
ら
し
い
眺
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

灯
台
の
一
般
公
開
に
あ
わ
せ
て
、
制
服
の
試

写真－ 1　津波防災情報図を説明している様子

写真－ 2　 3Ｄ海図を体験している様子

写
真
─
3
　
う
み
ま
る
と
の
撮
影
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夏
休
み
始
ま
る
！
初
日
に
集
中
し
た 

海
難
防
止
啓
発
活
動
の
実
施

　

田
辺
海
上
保
安
部
で
は
、
夏
休
み
最
初
の

土
曜
日
で
あ
る
７
月
22
日
に
阪
和
自
動
車
道

印
南
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
扇
ヶ
浜
海
水
浴
場

及
び
Ｆ
Ｍ 

た
な
べ
の
３
箇
所
で
海
難
防
止

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

田
辺
管
内
は
、
大
阪
、
京
都
を
初
め
と
す

着
、
う
み
ま
る
と
の
記
念
撮
影
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
供
と
海
水
浴
に
行
く

際
の
注
意
点
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
す
る
等
海
の
事
故
防
止
啓
発
を
行
い
ま

し
た
。

　

紀
南
地
区
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
に
よ
る

津
波
の
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
る
た
め
防
災

意
識
が
高
い
た
め
か
展
示
し
た
３
Ｄ
海
図
や

津
波
防
災
情
報
図
に
興
味
を
示
す
人
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

 

（
田
辺
海
上
保
安
部
交
通
課
）

る
県
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
を
楽
し
む
た
め
高
速
道
路
を
利
用
し
て

訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
寄
り
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
あ
る
阪
和
自
動
車
道
印
南
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
で
午
前
8
時
か
ら
午
前
１０
時
ま
で
の

間
、
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
て
海
難
防
止
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
啓
発
活
動
に
は
、
保
安
学
校
を
卒

業
し
て
間
も
な
い
巡
視
船
乗
組
員
2
名
の
若

い
力
を
活
用
し
、
女
性
保
安
官
に
は
、
優
し

い
笑
顔
で
女
性
・
子
供
の
警
戒
心
を
解
く
役

割
を
、
男
性
保
安
官
に
は
、
う
み
ま
る
を
着

用
し
て
、
暑
い
日
ざ
し
の
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ
で
子
供
の
ハ
ー
ト
を

つ
か
ま
え
る
役
割
を
し
て
も
ら
い
、
多
く
の

観
光
客
に
海
難
防
止
の
啓
発
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
毎
月
出
演
し
て
い
る
Ｆ
Ｍ 

た
な
べ
「
田
辺
の
海
保
と
海
の
話
を
し
よ

写真－ 1　ＳＡでの子供への説明模様

写真－ 2　ＳＡでのうみまる活動模様
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ら
！
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
夏
休
み
の
間
は
、
田

辺
市
扇
ヶ
浜
海
水
浴
場
の
特
設
ス
タ
ジ
オ
で

生
放
送
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
午
後
０
時
１5
分

か
ら
３5
分
の
放
送
に
合
わ
せ
て
、
同
海
水
浴

場
で
「
飲
酒
し
て
の
海
水
浴
は
危
険
、
子
供

か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
、
離
岸
流
に
注
意
」

を
掲
載
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

て
海
水
浴
客
に
対
し
て
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｍ 

た
な
べ
で
は
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
時
に
お
け
る
事
故
防
止
と
し
て
、
海
水

浴
時
や
サ
ー
フ
ィ
ン
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
で

の
遊
走
時
の
注
意
点
を
放
送
す
る
と
と
も
に

「
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
周
知
、

海
上
保
安
学
校
の
学
生
募
集
に
つ
い
て
も
放

送
さ
れ
ま
し
た
。（

田
辺
海
上
保
安
部
交
通
課
）

海
上
安
全
指
導
員
と 

合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
！

　

田
辺
海
上
保
安
部
で
は
、
平
成
2９
年
8
月

１
日
（
火
）
夏
季
安
全
推
進
活
動
期
間
の
初

日
に
合
わ
せ
て
海
上
安
全
指
導
員
と
合
同
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

田
辺
海
上
保
安
部
巡
視
船
艇
桟
橋
で
行
っ

た
出
発
式
で
は
、
田
辺
海
上
保
安
部
長
か
ら

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
乗
船
者
に
対
し
て

写真－ 1　�出発式における田辺海上保安部長
からの訓示

写真－ 3　扇ヶ浜海水浴場で啓発活動中

写真－ 4　ＦＭたなべ特設スタジオ「海スタ」
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発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

（
田
辺
海
上
保
安
部
交
通
課
）

て
い
る
「
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
安
全
情
報
図
」

を
配
布
し
て
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
３
隻
、
水

上
オ
ー
ト
バ
イ
2
隻
に
対
し
て
、
指
導
・
啓

「
小
型
船
舶
の
運
航
に
係
る
基
本
的
事
項
の

遵
守
」、「
自
己
救
命
策
３
つ
の
基
本
の
確
保
」

及
び
「
気
象
・
海
象
情
報
な
ど
海
の
安
全
情

報
の
活
用
」に
つ
い
て
指
導
・
啓
発
を
行
い
、

海
難
ゼ
ロ
を
目
指
す
よ
う
訓
示
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
巡
視
艇
む
ろ
か
ぜ
及
び
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
艇
３
隻
（
う
ち
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
１

隻
）
に
海
上
安
全
指
導
員
5
名
、
関
西
小
型

船
安
全
協
会
職
員
１
名
及
び
交
通
課
職
員
4

名
が
分
乗
し
て
乗
り
込
み
、
田
辺
湾
内
及
び

白
良
浜
周
辺
海
域
に
向
け
て
出

発
し
ま
し
た
。

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
小

型
船
舶
運
航
に
係
る
基
本
的
事

項
等
を
説
明
し
て
い
る
「
マ
リ

ン
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
イ
ド
」
や
田

辺
湾
内
の
危
険
箇
所
を
説
明
し

写真－ 2　航行中の安全パトロール艇

写真－ 3　プレジャーボートへの指導・啓発

図－ 1　マリンレジャー安全情報図
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初
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
と 

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
！

供
連
れ
家
族
に
対
し
子

供
か
ら
目
を
離
さ
な
い

こ
と
」
を
注
意
喚
起
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
白
良
浜
海
水

浴
場
は
、
多
く
の
海
水

浴
客
で
に
ぎ
わ
い
、
子

供
連
れ
の
家
族
や
飲
酒

者
に
対
し
て
３０
組
約
１

５
０
名
の
海
水
浴
客
に

作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
て
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
中
、
迷
子

の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
多
く
の
方
が

飲
酒
を
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
事
故
発
生
時
、

飲
酒
を
し
て
い
な
い
人

に
比
べ
飲
酒
を
し
て
い

る
人
は
死
亡
率
が
倍
増

　

日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
と
海
上
保

安
庁
が
事
故
防
止
対
策
及
び
事
案
発
生
時
等

に
お
け
る
更
な
る
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
か
ら
、
田

辺
海
上
保
安
部
に
お
い
て
も
ラ
イ
フ
セ
ー
バ

ー
と
連
携
し
て
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
平

成
2９
年
8
月
6
日（
日
）、
県
内
外
か
ら
多
く

の
海
水
浴
客
が
訪
れ
る
白
良
浜
海
水
浴
場
に

お
い
て
初
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
あ
た
り
海
開

き
前
の
７
月
１4
日
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
か
ら
、
白
良
浜

海
水
浴
場
は
、
飲
酒
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、飲
酒
す
る
遊
泳
者
が
多
い
こ
と
、

ま
た
、
海
水
浴
場
で
の
迷
子
が
年
々
多
く
な

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
2
点
に
重
点
を
置
い
た
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、「
飲
酒
後

の
遊
泳
は
危
険
で
あ
る
こ
と
」、「
小
さ
な
子

写真－ 1　リーフレット（左：表、右：裏）



—  5９  —

で
、
第
１2
回
淡
路
市
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
が
ブ
ー
ス
展
示

し
ま
し
た
。

　

隣
接
し
て
、
救
急
車
や
自
衛
隊
の
緊
急
車

両
が
展
示
さ
れ
て
、
多
く
の
見
学
者
で
大
盛

況
で
し
た
。

　
〝
う
み
ま
る
〟
の
着
ぐ
る
み
で
人
を
集
め
、

〝
海
の
事
故
ゼ
ロ
風
船
〟
や
制
服
試
着
写
真

撮
影
コ
ー
ナ
ー
で
引
き
止
め
（
写
真
─
１
）、

海
上
保
安
庁
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
学
生
募
集

す
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
、「
こ
れ
か
ら
は

気
を
付
け
ま
す
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
啓
発

の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

（
田
辺
海
上
保
安
部
交
通
課
）

淡
路
島
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
! ! 

～
海
上
保
安
庁
と
大
阪
湾
海
上
交
通

セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
～

　

７
月
2３
日
、
淡
路
島
国
営
明
石
海
峡
公
園

写真－ 1　ブース出展

写真－ 2　子供連れ家族への啓発活動写真－ 3　飲酒者への啓発活動

写真－ 2　 3Ｄ海図展示
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タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
が
出
来
て
、
淡
路
島
唯
一
の
海

上
保
安
機
関
と
し
て
地
域
連
携
の
強
化
に
も

繋
が
り
ま
し
た
。

　

事
前
準
備
か
ら
当
日
の
設
営
や
案
内
に
対

応
し
た
職
員
は
、
達
成
し
た
充
実
感
に
報
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
海

上
保
安
庁
と
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の

理
解
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

空
を
ロ
ー
パ
ス
、
多
く
の
人
々
か
ら
最
大
の

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
（
写
真
─
4
）…
こ

の
時
ば
か
り
は
「
勝
っ
た
」。

　

さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、〝
う

み
ま
る
〟
が
淡
路
島
ゆ
か
り
の
ゆ
る
き
ゃ
ら

達
に
混
じ
り
市
の
ゆ
る
き
ゃ
ら
〝
あ
わ
神
〟

ダ
ン
ス
を
レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
！
（
写
真
─
5
）

　

気
温
３０
度
を
越
す
炎
天
下
で
し
た
が
、
約

１
０
０
０
名
も
の
方
が
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄

り
、
海
上
保
安
庁
と
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ

ー
業
務
紹
介
パ
ネ
ル
、
３
Ｄ
海
図
（
写
真
─

2
）、
灯
台
や
巡
視
船
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
（
写
真
─
３
）
な
ど
で
理
解
促
進
を
図
り

ま
し
た
。

　

海
上
保
安
協
会
に
は
グ
ッ
ズ
の
販
売
や
海

上
保
安
庁
業
務
の
啓
発
に
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
関
西
空
港
海
上
保
安
航
空
基
地

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
洋
上
訓
練
の
帰
路
に
上

写真－ 4　関西空港海上保安航空基地所属機

写真－ 5　ゆるきゃらステージ
　　左から、うみまる、あわ神、あわ姫、�
　　　　　　ごしきまろ、わたる

写真－ 3　ペーパークラフト展示
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戸
運
輸
監
理
部
と
神
戸
海
事
広
報
協
会
か
ら

依
頼
を
受
け
て
の
業
務
見
学
会
で
し
た
。

　

小
学
校
4
～
6
年
生
と
保
護
者
が
参
加
、

標
高
２
３
６
ｍ
の
高
所
に
建
ち
明
石
海
峡
を

一
望
で
き
る
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
で

は
、
レ
ー
ダ
ー
画
面
を
見
な
が
ら
船
へ
情
報

を
提
供
す
る
運
用
管
制
官
の
仕
事
な
ど
を
見

学
、屋
上
で
は
海
上
保
安
官
の
制
服
を
着
て
、

海
峡
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

神
戸
の
親
子
１４
組
が
業
務
を
見
学 

～
神
戸
港
開
港
１
５
０
年　
　
　

 

　
　
「
海
フ
ェ
ス
タ
神
戸
」
関
連
～

　

8
月
2
日
、
神
戸
市
の
親
子
１4
組
を
招
き

業
務
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

神
戸
港
開
港
１
５
０
年
目
を
祝
う
「
海
フ

ェ
ス
タ
神
戸
」
の
一
環
で
、
国
土
交
通
省
神

　

参
加
し
た
小
学
生
は
「
海
の
安
全
を
守
る

た
め
に
24
時
間
３
６
５
日
、
休
み
な
く
働
い

て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
」
と
感
激
し
て
い
ま

し
た
。

　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
製
作
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
、
３
Ｄ
海
図
や
平
成
2９
年
度
第
五
管
区
総

合
訓
練
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
も
行
い
、
海
上

保
安
庁
と
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 

（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

写真－ 2　運用管制業務の見学

写真－ 1　明石海峡大橋をバックに記念撮影

写真－ 3　�ペーパークラフト製作・ロープ
ワーク
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夏
休
み
に
淡
路
市
と 

明
石
市
の
親
子
が
業
務
見
学

　

8
月
6
日
、
明
石
海
峡
を
挟
ん
だ
淡
路
市

と
明
石
市
の
小
学
生
の
親
子
１6
組
３4
人
を
招

き
業
務
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

次
世
代
を
担
う
子
供
達
に
海
へ
の
関
心
を

持
っ
て
貰
お
う
と
「
海
で
つ
な
が
る
未
来
と

海
峡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
」
を
主

催
す
る
淡
路
市
、明
石
市
や
㈱
ジ
ェ
ノ
バ（
淡

路
～
明
石
間
の
高
速
船
運
航
会
社
）
の
依
頼

っ
て
眼
下
の
明
石
海
峡
や
明
石
海
峡
大
橋
の

雄
大
な
風
景
に
感
激
、
屋
上
で
は
当
庁
の
マ

ス
コ
ッ
ト
「
う
み
ま
る
」、
淡
路
市
の
「
あ

わ
神
・
あ
わ
姫
」
や
明
石
市
の
「
た
こ
パ
パ
」

と
記
念
撮
影
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
は
「
船
が
多
く
、
安
全

の
為
に
色
々
と
気
を
く
ば
ら
な
い
と
い
け
な

い
事
が
多
く
て
大
変
だ
。」「
海
上
保
安
庁
の

お
か
げ
で
海
は
安
全
だ
と
判
っ
た
。」
と
感

激
し
て
い
ま
し
た
。

　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
製
作
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

を
受
け
て
の
開
催

で
し
た
。

　

小
学
校
4
～
6

年
生
と
保
護
者
が

参
加
、
レ
ー
ダ
ー

画
面
を
見
な
が
ら

船
へ
情
報
提
供
す

る
運
用
管
制
官
の

仕
事
な
ど
を
見

学
、
レ
ー
ダ
ー
塔

の
最
上
部
ま
で
長

い
ら
旋
階
段
を
登

写真－ 1　うみまるたちと屋上見学

写真－ 3　レーダー塔最上部見学

写真－ 2　運用管制業務の見学

写真－ 4　ロープワーク
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第
１５
回
海
の
月
間
に
あ
わ
せ 

宇
品
灯
台
特
別
公
開
！

　

広
島
海
上
保
安
部
は
、
第
１5
回
海
の
月
間

に
あ
わ
せ
、
海
の
日
（
７
月
１７
日（
月
））
に

宇
品
灯
台
を
特
別
公
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
海
洋
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
会

員
（
※
）
に
よ
る
宇
品
灯
台
下
の
海
浜
清
掃

が
あ
り
、
清
掃
す
る
前
に
会
員
等
３１
名
（
小

学
生
１6
名
、
そ
の
保
護
者
１5
名
）、
海
上
保

安
協
力
員
（
７
名
）、海
守
（
１
名
）
の
方
々

が
最
初
の
お
客
様
で
し
た
。

　

な
お
こ
の
特
別
公
開
は
、
事
前
に
海
洋
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
会
員
の
海
浜
清
掃
と
一
緒

に
マ
ス
コ
ミ
に
広
報
し
ま
し
た
の
で
、
テ
レ

ビ
局
３
社
も
の
取
材
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
。
林
の
中
に
あ

る
灯
台
に
加
え
、
こ
の
時
期
の
暑
さ
に
や
ぶ

蚊
が
襲
来
！

　

私
た
ち
職
員
や
テ
レ
ビ
局
の
ス
タ
ッ
フ
９

名
は
、
こ
れ
は
困
っ
た
！
し
か
し
、
な
ん
と

用
意
周
到
！
某
次
長
は
お
も
む
ろ
に
ド
ラ
え

も
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
の
よ
う
に
、
虫
除
け
の

ス
プ
レ
ー
を
取
り
出
し
て
く
れ
た
の
で
、
私

た
ち
や
テ
レ
ビ
局
の
ス
タ
ッ
フ
は
各
パ
ー
ト

の
任
務
に
打
ち
込
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

公
開
時
間
開
始
の
９
時
5０
分
、
先
ほ
ど
の

海
洋
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
会
員
の
小
学
生
た

ち
は
、
出
迎
え
の
潜
水
士
う
み
ま
る
に
ハ
イ

タ
ッ
チ
し
、
順
番
に
灯
台
へ
上
が
り
地
上
か

ら
高
さ
2１
ｍ
の
灯
台
踊
り
場
か
ら
の
広
島
市

ク
、
３
Ｄ
海
図
や
平
成
2９
年
度
第
五
管
区
総

合
訓
練
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
も
行
い
、
海
上

保
安
庁
と
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
子
供
達
の
夏
休
み

の
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

写真－ 1　�取材状況（写真左：中国放送�
写真右：広島ホームテレビ）

写真－ 5　記念撮影
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識
の
役
目
を
理
解
し
て
貰
い
、
ま
た
３
局
の

テ
レ
ビ
局
に
よ
る
報
道
に
よ
っ
て
、
海
上
保

安
部
の
業
務
を
広
く
周
知
で
き
、
今
年
初
め

て
の
「
海
の
月
間
海
の
日
」
に
あ
わ
せ
た
宇

品
灯
台
の
特
別
公
開
は
大
成
功
で
し
た
。

※
広
島
海
上
保
安
部
が
毎
年
募
集
す
る
会

員
。「

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」
を
合
言
葉
に
、

海
の
環
境
を
守
り
、
育
み
、
学
習
し
、
海

を
大
切
に
す
る
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
た
め

に
活
動
す
る
ク
ラ
ブ
。
対
象
は
、
広
島
市

内
及
び
近
郊
の
学
校
に
通
学
す
る
小
・
中

学
生
の
個
人
及
び
グ
ル
ー
プ
。

 

（
広
島
海
上
保
安
部
交
通
課
）

降
り
に
ヘ
ト
ヘ
ト
の
よ
う
で
し
た
。し
か
し
、

お
礼
の
言
葉
に
心
に
そ
よ
風
が
吹
き
ま
し

た
。
終
了
時
間
の
１2
時
前
に
、
外
国
人
の
方

も
来
ら
れ
、
万
徳
専
門
官
が
片
言
の
英
語
で

説
明
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
日
本
語
が
話
せ

大
笑
い
の
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
で
し
た
。

　

予
想
を
大
き
く
上
回
る
９6
名
と
一
匹
の
ワ

ン
ち
ゃ
ん
が
暑
い
中
ご
来
場
さ
れ
、
航
路
標

街
地
や
宮
島
か
ら
江
田
島
を
見
渡
せ
る
風
景

に
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
一
方
テ
レ
ビ
局
の

方
々
は
大
汗
を
か
き
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
に

な
る
べ
く
い
い
場
面
を
収
録
し
て
お
り
、
海

保
職
員
や
エ
コ
ク
ラ
ブ
会
員
の
小
学
生
に
対

し
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
お
祭
り
騒
ぎ

で
し
た
。
１０
時
３０
分
、
海
洋
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
会
員
な
ど
の
方
々
と
の
記
念
写
真
に
一

時
の
休
息
。
蒸
し
風
呂
か
ら
抜
け
出
し
た
潜

水
士
う
み
ま
る
の
山
角
官
、
灯
台
踊
り
場
で

無
風
の
中
汗
た
ら
た
ら
の
万
徳
専
門
官
に
某

次
長
は
「
こ
ん
な
暑
い
日
に
そ
ん
な
に
沢
山

の
方
は
来
な
い
よ
」
と
高
を
括
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
保
安
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
っ
た

方
、
何
気
な
く
ド
ラ
イ
ブ
で
来
た
方
、
あ
る

い
は
散
歩
で
来
た
方
々
と
予
想
を
上
回
る
人

数
が
、
普
段
中
に
入
れ
な
い
灯
台
を
上
り
2１

ｍ
の
高
さ
か
ら
の
風
景
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
6
歳
と
３
歳
の
女
の
子
連
れ
の

奥
様
は
、
6
歳
の
お
嬢
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は

早
々
と
灯
台
へ
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３

歳
の
お
嬢
さ
ん
は
怖
い
、
怖
い
と
言
う
も
の

で
す
か
ら
、
某
次
長
が
抱
っ
こ
を
し
て
上
り

写真－ 2　海洋こどもエコクラブ会員と記念写真



燈
　
　
光

燈
　
　
光

平
成
二
十
九
年

九
月
号

第
三
種
郵
便
物
認
可

発
行
（
隔
月
一
回
五
日
発
行
）

「
燈

光
」

昭
和
三
十
一
年
　
一
　
月
二
十
四
日

平
成
二
十
九
年
　
九
　
月
　
五
　
日

九
月
号
　
第
六
十
二
巻
　
第
五
号

S
ep.  2017


